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令和３年第１回定例会 

 

別 海 町 議 会 会 議 録 

 

第２号（令和 ３年 ３月 ５日） 
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〇議事日程 

日程第 １        会議録署名議員の指名 

日程第 ２        特別委員会付託事件審査結果報告 

             （１）予算決算審査特別委員会付託事件 

（町長提出議案第１２号、議案第１３号、 

議案第１４号、議案第１５号、議案第１６号、 

議案第１７号、議案第１８号、議案第１９号） 

委員長報告・質疑 

 日程第 ３        各議案の討論・採決 

             （１）予算決算審査特別委員会付託事件 

（町長提出議案第１２号、議案第１３号、 
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 日程第 ４ 議案第 ４号 令和３年度別海町一般会計予算 

 日程第 ５ 議案第 ５号 令和３年度別海町国民健康保険特別会計予算 

 日程第 ６ 議案第 ６号 令和３年度別海町下水道事業特別会計予算 

 日程第 ７ 議案第 ７号 令和３年度別海町介護サービス事業特別会計予算 

 日程第 ８ 議案第 ８号 令和３年度別海町介護保険特別会計予算 

 日程第 ９ 議案第 ９号 令和３年度別海町後期高齢者医療特別会計予算 

日程第１０ 議案第１０号 令和３年度別海町町立別海病院事業会計予算 

日程第１１ 議案第１１号 令和３年度別海町水道事業会計予算 

日程第１２ 議案第２０号 別海町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につ 

いて 

 日程第１３ 議案第２１号 別海町生活支援事業条例の一部を改正する条例の制定につ 

いて 

 日程第１４ 議案第２２号 別海町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第１５ 議案第２３号 別海町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する 

基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第１６ 議案第２４号 別海町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指 

定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の 

方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制 

定について 

 日程第１７ 議案第２５号 別海町介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの事業 

の人員、設備及び運営に係る基準に関する条例の一部を改 
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正する条例の制定について 
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 日程第２０ 議案第２８号 別海町集落排水施設設置条例の一部を改正する条例の制定 

について 

 日程第２１ 議案第３０号 工事請負契約の締結について（イーストタウン寿団地公営 

住宅改修建築主体工事（１号棟）） 

 日程第２２ 議案第３１号 工事請負契約の締結について（イーストタウン寿団地公営 

住宅改修機械設備工事（１号棟）） 

 日程第２３ 議案第３２号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

 日程第２４ 議案第３３号 別海漁港における公有水面埋立について 

 日程第２５ 議案第３４号 町道の路線認定及び廃止について 

 日程第２６ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦について 
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いて 



- 3 - 

 日程第１３ 議案第２１号 別海町生活支援事業条例の一部を改正する条例の制定につ 

いて 

 日程第１４ 議案第２２号 別海町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第１５ 議案第２３号 別海町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する 

基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定について 
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定について 
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について 

 日程第２１ 議案第３０号 工事請負契約の締結について（イーストタウン寿団地公営 
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老人保健施設事務長 竹 中 利 哉    農 政 課 長 小 野 武 史 

 商工観光課長 田 畑 直 樹     水産みどり課長 小 湊 昌 博 

管 理 課 長 伊 藤 一 成    建築住宅課長 川 畑 智 明 
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開議 午前１０時００分 

────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

○議長（西原 浩君） おはようございます。 

ただいまから第２日目の会議を開きます。 

ただいま出席している議員は１６名であります。 

定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（西原 浩君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により議長において指名いたします。 

 １０番小林議員。 

○１０番（小林敏之君） はい。 

○議長（西原 浩君） １１番瀧川議員。 

○１１番（瀧川榮子君） はい。 

○議長（西原 浩君） １２番松 議員。 

○１２番（松 政勝君） はい。 

○議長（西原 浩君） 以上３名を指名いたします。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２ 特別委員会付託事件審査結果報告 

○議長（西原 浩君） 日程第２ 特別委員会に付託しました議案の審査結果の報告を議

題といたします。 

ここでお諮りします。 

予算決算審査特別委員会に付託し審査されました、議案第１２号から議案第１９号まで 

の各会計補正予算８件につきましては、全員をもって構成した予算決算審査特別委員会で 

審査を行ったことから、委員長の報告は省略したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、委員長の報告は省略することに決定しました。 

────────────────────────────────── 

◎日程第３ 各議案の討論・採決 

○議長（西原 浩君） 日程第３ 各議案の討論・採決を行います。 

令和２年度各会計補正予算の採決に入る前にお諮りします。 

本件は、全議員で構成する予算決算審査特別委員会で、質疑、討論、採決が行われてお

りますので、討論は省略したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、令和２年度各会計補正予算の討論は省略することに決定しました。 

それでは、令和２年度各会計補正予算の採決に入ります。 
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 初めに、議案第１２号令和２年度別海町一般会計補正予算を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１２号は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第１３号令和２年度別海町国民健康保険特別会計補正予算を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１３号は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第１４号令和２年度別海町下水道事業特別会計補正予算を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１４号は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第１５号令和２年度別海町介護サービス事業特別会計補正予算を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１５号は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第１６号令和２年度別海町介護保険特別会計補正予算を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１６号は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第１７号令和２年度別海町後期高齢者医療特別会計補正予算を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１７号は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第１８号令和２年度町立別海病院事業会計補正予算を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１８号は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第１９号令和２年度別海町水道事業会計補正予算を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１９号は原案のとおり可決されました。 

 

 



- 7 - 

────────────────────────────────── 

◎日程第 ４ 議案第４号から日程第１１ 議案第１１号まで 

○議長（西原 浩君） 日程第４ 議案第４号令和３年度別海町一般会計予算、日程第５ 

議案第５号令和３年度別海町国民健康保険特別会計予算、日程第６ 議案第６号令和３年 

度別海町下水道事業特別会計予算、日程第７ 議案第７号令和３年度別海町介護サービス 

事業特別会計予算、日程第８ 議案第８号令和３年度別海町介護保険特別会計予算、日程 

第９ 議案第９号令和３年度別海町後期高齢者医療特別会計予算、日程第１０ 議案第  

１０号令和３年度町立別海病院事業会計予算、日程第１１ 議案第１１号令和３年度別海 

町水道事業会計予算の８件については、一括議題といたします。 

内容について順次説明を求めますが、ここで説明者に申し上げます。 

この８件の令和３年度予算については、予算決算審査特別委員会に付託し詳細な審査を

したいと考えておりますので、内容については要点のみにとどめて説明願います。 

それでは初めに、議案第４号令和３年度別海町一般会計予算の説明を求めます。 

○総務部長（浦山吉人君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 総務部長。 

○財政課長（浦山吉人君） はい。 

議案第４号の内容を説明いたします。 

別冊の令和３年度別海町一般会計予算書の１ページをお開き願います。 

議案第４号令和３年度別海町一般会計予算。 

令和３年度別海町一般会計予算は、次に定めるところによる。 

第１条、歳入歳出予算。 

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１９０億１,６００万円と定める。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予 

算」による。 

第２条、地方債。 

地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、限

度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表地方債」による。 

第３条、一時借入金。 

地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額は、４０ 

億円と定める。 

２ページをお開き願います 

「第１表歳入歳出予算」で初めに「歳入」です。 

１款、町税、１項から５項で２４億４,６００万２,０００円。 

２款、地方譲与税、１項から３項で３億６,７２３万円。 

３款、利子割交付金、１項で２２０万円。 

４款、配当割交付金、１項で６９０万円。 

５款、株式等譲渡所得割交付金、１項で８２０万円。 

６款、法人事業税交付金、１項で３,１００万円。 

７款、地方消費税交付金、１項で３億６,９００万円。 

８款、環境性能割交付金、１項で１，９００万円。 

９款、国有提供施設等所在市町村助成交付金、１項で４,６９７万円。 

１０款、地方特例交付金、１項で１,９００万円。 
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１１款、地方交付税、３ページにかけて１項で６４億４,０００万円。 

１２款、交通安全対策特別交付金、１項で３２０万円。 

１３款、分担金及び負担金、１項と２項で１１億７,２３７万３,０００円。 

１４款、使用料及び手数料、１項から３項で２億８,８１２万９,０００円。 

１５款、国庫支出金、１項から３項で２７億４,３９３万５,０００円。 

１６款、道支出金、１項から３項で１５億２,３１０万８,０００円。 

１７款、財産収入、１項と２項で４,５１３万７,０００円。 

１８款、寄附金、１項で１億５,０１０万円。 

１９款、繰入金、１項で１２億８,６７２万２,０００円。 

２０款、繰越金、１項で１,０００万円。 

２１款、諸収入、４ページにかけて１項から５項で４億１,６５９万４,０００円。 

４ページになります。 

２２款、町債、１項で１６億２,１２０万円。 

歳入合計で１９０億１,６００万円とするものです。 

次に５ページ、「歳出」です。 

１款、議会費、１項で８,７１１万３，０００円。 

２款、総務費、１項から６項で１１億４,２１１万２，０００円。 

３款、民生費、１項と２項で２４億２,２２４万１,０００円。 

４款、衛生費、１項から３項で１６億３,９２７万４,０００円。 

５款、労働費、１項で９２万７,０００円。 

６款、農林水産業費、１項から４項で３５億６,５２８万６,０００円。 

７款、商工費、１項で２億３,３６８万４,０００円。 

８款、土木費、６ページにかけて１項から５項で１６億８,８８２万５,０００円。 

６ページに進みます。 

９款、消防費、１項で７億４６９万６,０００円。 

１０款、教育費、１項から６項で２８億９,１１８万１,０００円。 

１１款、災害復旧費、１項で１６万円。 

１２款、公債費、１項で１７億８,９６２万円。 

１３款、給与費、１項で２８億２,０８８万１，０００円。 

１４款、予備費、１項で３,０００万円。 

歳出合計で１９０億１,６００万円とするものです。 

次に、７ページ、「第２表地方債」です。 

１件ごとの説明は省略させていただきます。 

表の一番上、１件目省エネ防犯灯整備事業からページを進み、９ページをお開きくださ

い。 

９ページの下から３段目、町営ランニングコース・パークゴルフ場整備事業までの４１ 

事業と次の段の臨時財政対策債を加えた限度額の合計は、１６億２,１２０万円となりま

す。 

なお、すべての起債の方法は普通貸借または証券発行、利率は３％以内、ただし、利率

見直し方式で借り入れし、利率の見直しを行った後においては、当該見直しの後の利率と

し、償還の方法は、公的資金については、その融資条件により、その他の場合にはその債

権者と協定する。 
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ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償還もしくは低

利に借換えすることができるとするものです。 

次に、１１ページからの歳入歳出予算事項別明細書の説明は省略をさせていただき、給

与費明細書について説明をいたします。 

ページが飛びますけれども、２３１ページをお開き願います。 

２３１ページ、「給与費明細書」です。 

１の特別職ですが、表の下段、前年度当初との比較の欄で御説明いたします。 

長等は、給与費の期末手当で０.０５カ月分、１２万３,０００円の減。 

共済費で１６１万２,０００円の減。 

合計で１７３万５,０００円の減となります。 

次の段、議員は、給与費の期末手当で０.０５カ月分、２１万４,０００円の減。 

共済費で７６万円の減。 

合計で９７万４,０００円の減となります。 

次の段、その他の特別職は職員数が１９８人の減。 

報酬で６９０万９,０００円の減。 

合計も同じく６９０万９,０００円の減となります。 

比較の欄の計では、職員数が１９８人の減。 

報酬で６９０万９,０００円の減。 

期末手当が３３万７,０００円の減。 

給与費計で７２４万６,０００円の減。 

共済費が２３７万２,０００円の減。 

全体の合計で９６１万８,０００円の減となります。 

次に、２３２ページをお開き願います。 

２の一般職です。 

（１）総括で、こちらも比較の欄で申し上げます。 

上の表の一番下の段になります。 

職員数は７人の減。 

この上段の括弧内は、再任用短時間勤務職員及び１週間当たりの勤務時間が常勤職員よ

りも短い職員の人数で１１人の増。 

給与費の報酬で２,２９８万７,０００円の増。 

給料で１,７５０万円の減。 

職員手当で１,６１９万２,０００円の減。 

給与費の計では、１,０７０万５,０００円の減。 

共済費は７,５８１万４,０００円の増。 

合計で６,５１０万９,０００円の増となるものです。 

次の表、職員手当の内訳、そして２３３ページ会計年度任用職員以外の職員、２３４

ページ会計年度任用職員、続く給料及び職員手当の増減額の明細及び２３６ページから 

２３９ページまでの給料及び職員手当の状況は説明を省略させていただきます。 

２４０ページをお開きください。 

２４０ページからは、「債務負担行為に関する調書」です。 

１件ごとの説明はこちらも省略をさせていただきますが、１件目の別海町酪農工場機械

整備から始まりまして、２５０ページまでお進みいただき、２５０ページ最後の公の施設



- 10 - 

に係る指定管理者に対する委託料、別海町高齢者生活ハウスまで全部で７２件で、この 

７２件の債務負担行為の限度額の合計で５９億３,１７１万８,０００円。 

前年度令和２年度末までの支出済み見込み額の合計が、１３億８,００６万１,０００円。 

当該年度の令和３年度ですけれども、令和３年度以降の支出予定額合計は、１３億  

７,７０１万４,０００円。 

この欄の上段括弧内の４億２,０９８万７,０００円は、令和３年度分の支出予定額と 

なります。 

なお、表の右側には令和３年度以降の支出予定額に係る財源内訳を記載しています。 

最後になりますが、２５１ページをごらんください。 

こちらは「地方債に関する調書」です。 

こちらも区分ごとの説明は省略させていただき、区分１公共事業等債から、一番下区分

１５道貸付金までの合計で申し上げます。 

表の一番下の段で令和元年度末現在高は１６７億６,６３９万６,０００円、その右側令

和２年度末現在高見込み額が１７５億３,１２８万９,０００円。 

次に、令和３年度中起債見込み額が１６億２,１２０万円、令和３年度中元金償還見込

み額が１７億２,４６０万５,０００円、令和３年度末現在高見込み額が１７４億 

２,７８８万４,０００円となります。 

以上で、議案第４号の内容説明を終わらせていただきます。 

○議長（西原 浩君） 次に、議案第５号令和３年度別海町国民健康保険特別会計予算、

議案第７号令和３年度別海町介護サービス事業特別会計予算、議案第８号令和３年度別海

町介護保険特別会計予算、議案第９号令和３年度別海町後期高齢者医療特別会計予算の４

件について、順次説明を求めます。 

○福祉部長（今野健一君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 福祉部長。 

○福祉部長（今野健一君） はい。 

 議案第５号及び第７号から９号までの福祉部関係特別会計４件について、続けて説明さ

せていただきます。 

まず初めに、議案第５号令和３年度別海町国民健康保険特別会計の内容を説明します。 

別冊予算書の１ページをお開きください。 

令和３年度別海町国民健康保険特別会計予算。 

令和３年度別海町国民健康保険特別会計予算は、次に定めるところによる。 

第１条、歳入歳出予算。 

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２４億９,０００万円と定める。 

２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」

による。 

第２条、一時借入金。 

地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額は、  

５,０００万円と定める。 

２ページをお開きください。 

「第１表歳入歳出予算」です。 

款の金額で説明いたします。 

まず「歳入」です。 
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１款、国民健康保険税、１項で８億８,００６万１,０００円。 

２款、道支出金、１項で１４億４,５４６万４,０００円。 

３款、財産収入、１項で１２万２,０００円。 

４款、繰入金、１項と２項で１億６,３７９万３,０００円。 

５款、繰越金、１項で１万円。 

６款、諸収入、１項と２項で５５万円。 

歳入合計で、２４億９,０００万円とするものです。 

次に３ページです。 

「歳出」になります。 

１款、総務費、１項から４項で１,９０４万４,０００円。 

２款、保険給付費、１項で１３億６,３００万円。 

３款、国民健康保険事業費納付金、１項で１０億８,０８７万２,０００円。 

４款、財政安定化基金拠出金、１項で２,０００円。 

５款、保健事業費、１項と２項で１,７０５万円。 

６款、基金積立金、１項で１２万２,０００円。 

７款、諸支出金、１項で４９１万円。 

８款、予備費、１項で５００万円。 

歳出合計で２４億９,０００万円とするものです。 

５ページから１９ページまでの歳入歳出予算事項別明細書の説明は省略させていただき

ます。 

次に、２１ページをお開きください。 

「給与費明細書」です。 

１の特別職で、別海町国民健康保険運営協議会委員に係る報酬となります。 

本年度その他特別職職員数は７名で、報酬額は３１万９,０００円です。 

表の一番下の比較の欄で職員数に増減はありません。 

給与費の報酬で５万５,０００円の増となるものです。 

以上で、議案第５号の内容説明を終わります。 

次に、議案第７号令和３年度別海町介護サービス事業特別会計予算の内容説明いたしま

す。 

別冊予算書１ページをお開きください。 

令和３年度別海町介護サービス事業特別会計予算。 

令和３年度別海町介護サービス事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 

第１条、歳入歳出予算。 

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４億９,２７０万円と定める。 

２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」

による。 

２ページをお開きください。 

「第１表歳入歳出予算」。 

まず「歳入」です。 

１款、介護サービス費、１項で１億４,６７８万２,０００円。 

２款、使用料及び手数料、１項と２項で３,８６１万３,０００円。 

３款、財産収入、１項で３５万７,０００円。 
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４款、繰入金、１項で３億６７０万円。 

５款、繰越金、１項で１万円。 

６款、諸収入、１項で２３万８,０００円。 

歳入合計で４億９,２７０万円とするものです。 

次に、３ページです。 

「歳出」です。 

１款、介護サービス事業費、１項で１億１,９４２万６,０００円。 

２款、公債費、１項で５,８４７万４,０００円。 

３款、給与費、１項で３億１,１８０万円。 

４款、予備費、１項で３００万円。 

歳出合計で４億９,２７０万円とするものです。 

５ページから２０ページまでの歳入歳出予算事項別明細書の説明は省略させていただき

ます。 

２１ページをお開きください。 

「給与費明細書」です。 

１の一般職総括です。 

表の一番下の比較の欄で説明します。 

職員数は、会計年度任用職員が１名の減。 

給与費は、報酬で６２万３,０００円の減。 

給料で２４２万３,０００円の増。 

職員手当で８７万５,０００円の減。 

給与費計では９２万５,０００円の増。 

次に、共済費は１０７万４,０００円の増。 

合計で１９９万９,０００円の増となるものです。 

下の表、職員手当の内訳と２２ページから２８ページまでの明細等については、説明を

省略させていただきます。 

次に２９ページをお開きください。 

「地方債に関する調書」です。 

介護サービス事業債で、令和元年度末現在高は４億１,３５２万１,０００円、令和２年

度末現在高見込み額は３億６,６８７万４,０００円、令和３年度中増減見込みで令和３年

度中起債見込み額はありません。 

令和３年度中元金償還見込み額は５,１６０万４,０００円を予定し、令和３年度末現在

高見込み額が３億１,５２７万円となるものです。 

以上で、議案第７号の内容説明を終わります。 

続いて、議案第８号令和３年度別海町介護保険特別会計予算の内容を説明いたします。 

別冊予算書の１ページをお開きください。 

令和３年度別海町介護保険特別会計予算。 

令和３年度別海町介護保険特別会計予算は、次に定めるところによる。 

第１条、歳入歳出予算。 

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１１億８,３５０万円と定める。 

２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」

による。 
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２ページをお開きください。 

「第１表歳入歳出予算」です。 

まず「歳入」です。 

１款、保険料、１項で２億５,３７３万９,０００円。 

２款、分担金及び負担金、１項で１２０万円。 

３款、国庫支出金、１項と２項で２億５,４３６万円。 

４款、支払基金交付金、１項で３億１,２８０万８,０００円。 

５款、道支出金、１項と２項で１億７,２６７万７,０００円。 

６款、財産収入、１項で１万４,０００円。 

７款、繰入金、１項と２項で１億８,８５５万円。 

８款、繰越金、１項で１万円。 

９款、諸収入、１項と２項で１４万２,０００円。 

歳入合計で１１億８,３５０万円とするものです。 

次に３ページ、「歳出」です。 

１款、総務費、１項から３項で８０１万８,０００円。 

２款、保険給付費、１項で１１億３１０万円。 

３款、地域支援事業費、１項から３項で６,８９６万８,０００円。 

４款、基金積立金、１項で１万４,０００円。 

５款、諸支出金、１項で４０万円。 

６款、予備費、１項で３００万円。 

歳出合計で１１億８,３５０万円とするものです。 

こちらの５ページから２２ページまでの歳入歳出予算事項別明細書の説明は省略させて

いただきます。 

次に２３ページをお開きください。 

「給与費明細書」です。 

１の特別職で介護認定審査会委員４名と高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画策定

委員会委員１０名に係る報酬です。 

本年度その他の特別職の職員数は１４人、報酬は９３万１,０００円となります。 

表一番下の比較の欄で人数の増減はありません。 

報酬は２４万６,０００円の減となるものです。 

以上で、議案第８号の内容説明を終わります。 

最後に、議案第９号令和３年度別海町後期高齢者医療特別会計予算の内容を説明いたし

ます。 

別冊予算書の１ページをお開きください。 

令和３年度別海町後期高齢者医療特別会計予算。 

令和３年度別海町後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるところによる。 

第１条、歳入歳出予算。 

歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１億９,７４０万円と定める。 

２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」

による。 

２ページをお開きください。 

「第１表歳入歳出予算」です。 
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まず「歳入」です。 

１款、後期高齢者医療保険料、１項で１億４,０３９万７,０００円。 

２款、繰入金、１項で５,６７８万２,０００円。 

３款、繰越金、１項で１,０００円 

４款、諸収入、１項と２項で２２万円。 

歳入合計で１億９,７４０万円とするものです。 

次に３ページの「歳出」です。 

１款、総務費、１項と２項で１０８万円。 

２款、後期高齢者医療広域連合納付金、１項で１億９,３１１万円。 

３款、諸支出金、１項で２１万円。 

４款、予備費、１項で３００万円。 

歳出合計で１億９,７４０万円とするものです。 

こちらも次ページ以降の歳入歳出予算事項別明細書の説明は省略させていただきます。 

以上で、議案第９号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 次に、議案第６号令和３年度別海町下水道事業特別会計予算、議

案第１１号令和３年度別海町水道事業会計計予算の２件について、順次説明を求めます。 

○建設水道部長（山岸英一君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 建設水道部長。 

○建設水道部長（山岸英一君） はい。 

 議案第６号、１１号につきまして続けて説明させていただきます。 

議案第６号の内容説明をいたします。 

別冊の令和３年度別海町下水道事業特別会計予算の１ページをお開きください。 

議案第６号令和３年度別海町下水道事業特別会計予算。 

令和３年度別海町下水道事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 

第１条、歳入歳出予算。 

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５億５,８８０万円と定める。 

２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」

による。 

第２条、債務負担行為。 

地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間

及び限度額は「第２表債務負担行為」による。 

第３条、地方債。 

地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方の町債の起債の目的、

限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表地方債」による。 

２ページをお開きください。 

「第１表歳入歳出予算」です。 

款の金額で申し上げます。 

まず「歳入」です。 

１款、分担金及び負担金、１項で１２３万７,０００円。 

２款、使用料及び手数料、１項と２項で１億５,０６１万６,０００円。 

３款、国庫支出金、１項で７,９５１万５,０００円。 

４款、繰入金、１項で２億６,３１２万２,０００円。 
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５款、繰越金、１項で１万円。 

６款、諸収入、１項で７０万円。 

７款、町債、１項で６,３６０万円。 

歳入合計で５億５,８８０万円とするものです。 

続いて３ページ「歳出」です。 

１款、総務費、１項で２,１９６万１,０００円。 

２款、下水道施設費、１項で１億９,６７０万１,０００円。 

３款、集落排水施設費、１項と２項で１億４,６０９万２,０００円。 

４款、公債費、１項で１億６,４２５万４,０００円。 

５款、給与費、１項で２,６７９万２,０００円。 

６款、予備費、１項で３００万円。 

歳出合計で５億８,８８０万円とするものです。 

４ページをお開きください。 

「第２表債務負担行為」です。 

全部で３件あります。 

１点目は、令和３年度水洗便所改造等資金融資による金融機関に対する損失補償。 

これは、貸し付けした金額を返済できないケースが出た場合にその損失を補償するもの

です。 

期間は令和３年度から令和８年度までで、限度額は２１０万円です。 

次に、２件目は、別海町水洗便所改造資金融資条例に基づく金融機関に対する負担です。 

これは令和３年度融資分に対する利子補給です。 

期間は令和４年度から令和８年度まで、限度額は１万円です。 

次に、３件目は、別海町特定環境保全公共下水道別海終末処理場の建設工事委託に関す

る協定に基づく別海終末処理場電気設備工事です。 

期間は令和４年度で、限度額は１億２００万円です。 

次に５ページ、「第３表地方債」です。 

起債の目的、下水道事業会計移行事業、限度額６７０万円、特定環境保全公共下水道事

業、限度額２,０３０万円、農業集落排水事業、限度額２,８４０万円、漁業集落排水事業、

限度額８２０万円、合計限度額で６,３６０万円です。 

起債の方法は、普通貸借、利率は３％以内、ただし、利率見直し方式で借り入れし、利

率の見直しを行った後においては当該見直し後の利率。 

償還の方法ですが、公的資金についてはその融資条件により、その他の場合にはその債

権者と協定をする。 

ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償還もしくは低

利に借換えすることができるとするものです。 

次の７ページから歳入歳出予算事項別明細書の説明は省略いたします。 

２５ページをお開きください。 

「給与費明細書」です。 

１の一般職です。 

１の総括上の表の下段、比較の欄で申し上げます。 

職員数は１名の増。 

給与費の給料、２４３万１,０００円の増。 
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職員手当、１５６万９,０００円の増。 

給与費計で４００万円の増。 

共済費、５３６万７,０００円の増。 

合計で１３６万７,０００円の増となるものです。 

以下、２７ページまでの職員の手当、２給料及び職員手当の増減額の明細及び３給料及

び職員手当の状況につきましては説明を省略いたします。 

２８ページをお開きください。 

「地方債に関する調書」です。 

下水道事業債一般分、臨時財政特例債及び公営企業会計適用債の合計で申し上げます。 

令和元年度末現在高１２億７,４２１万４,０００円、令和２年度末現在高見込額 

１１億８,６８９万１,０００円、令和３年度中増減見込み額で令和３年度中起債見込み額

は８,６１０万円、令和３年度中元金償還見込み額は１億４,８９９万６,０００円、よっ

て、令和３年度末現在高見込み額は１１億２,３９９万５,０００円となるものです。 

以上で、議案第６号の説明を終わります。 

引き続き、議案第１１号の内容説明をいたします。 

別冊の令和３年度別海町水道事業会計予算書の１ページをお開きください。 

議案第１１号令和３年度別海町水道事業会計予算。 

第１条、総則。 

令和３年度別海町水道事業会計予算は次に定めるところによる。 

第２条、業務の予定量。 

業務能力予定量を、次のとおりとする。 

１号、給水件数７,３０５件、２号、年間総給水量５１７万８,１０５立方メートル、 

３号、１日平均給水量１万４,１８７立方メートル。 

第３条、収益的収入及び支出。 

収益的収入及び支出の予定額は次のとおりと定める。 

収入です。 

１款、水道事業収益、１項と２項で１０億６,５９３万４,０００円。 

支出です。 

１款、水道事業費用、１項から３項で８億５,７５７万６,０００円。 

第４条、資本的収入及び支出。 

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額４億２,１４８万９,０００円は、減債 

積立金２億１,４３４万円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額３,６５１万

６,０００円、過年度分損益勘定留保資金１億７,０６３万３,０００円で補てんするもの

とする。 

収入です。 

１款、資本的収入、１項と２項で１億８,５８５万４,０００円。 

支出です。 

１款、 資本的支出、１項から３項で６億７３４万３,０００円。 

２ページをお開きください。 

第５条、企業債。 

起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は次のとおりと定める。 
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起債の目的、国営環境保全型かんがい排水事業、限度額は１億４,４５０万円。農業水

路等長寿命化事業、限度額は２,７１０万円。 

起債の方法は、証書借入、利率は３％以内、ただし、利率見直し方式で借り入れし、利

率の見直しを行った後においては、当該見直し後の利率。 

償還の方法は、借入先の融資条件による。ただし企業財政その他の都合により繰上償還、

又は低利に借換えることができるとするものです。 

第６条、一時借入金。 

一時借入金の限度額は５,０００万円と定める。 

第７条、予定支出の各項の経費の金額の流用。 

予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

決算により消費税及び地方消費税予算に不足が生じた場合、その充当のため項間の流用

ができるものとする。 

第８条、議会の議決を経なければ流用することができない経費。 

次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、又はそ

れ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

１号、職員給与費５,３８９万８,０００円。 

２号、交際費５万円。 

第９条、たな卸資産購入限度額。 

たな卸資産購入限度額は２,６１８万２,０００円と定める。 

３ページからの、予算実施計画及び５ページから予算実施計画説明書の内容説明を省略

いたします。 

１２ページをお開きください。 

「令和３年度別海町水道事業予定キャッシュ・フロー計算書（間接法）」です。 

この計算書は実際の収入から支出を差し引いて、手元に残る現金預金の流れをあらわし

たものです。 

説明は区分ごとの差し引き合計で申し上げます。 

１、業務活動によるキャッシュ・フロー。 

下段の差し引き合計で３億９,７６８万８,０００円のプラス。 

２、投資活動によるキャッシュ・フロー差し引き合計で３億６,４１５万６,０００円の 

マイナス。 

３、財務活動によるキャッシュ・フロー差し引き合計で２,０８４万円のマイナス。 

３区分の合計の資金増減額は下から３段目で１,２６９万２,０００円のプラスとなり、

再下段の資金期末残高は２８億５,３６９万円となる予定です。 

次に１３ページをお開きください。 

「給与費明細書」です。 

１の総括で上の表の下段、比較の合計欄で申し上げます。 

職員数の増減はございません。 

括弧内は会計年度職員となります。 

給与費、報酬で５,０００円の減。 

給与で３５万６,０００円の増。 

手当で４５万１,０００円の増。 

給与費計で８０万２,０００円の増。 
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法定福利費１７万２,０００円の増。 

合計９７万４,０００円の増となり、本年度合計で５,３８９万８,０００円となる予定

です。 

以下１７ページまでの手当の内訳、２の給料及び手当の増減額の明細及び３の給料及び

手当の状況につきましては説明を省略いたします。 

１８ページをお開きください。 

「債務負担行為に関する調書」です。 

事項は財務省用地賃貸料で、限度額は１万２,０００円です。 

令和３年度以降の支払い義務発生予定額は、令和３年度が期限で金額は６,０００円で

す。 

以下、２２ページまでの「予定損益計算書」、「予定貸借対照表及」び「注記表」につ

きましては説明を省略いたします。 

以上で議案第１１号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 次に、議案第１０号令和３年度町立別海病院事業会計予算の説明

を求めます。 

○病院事務長（大槻祐二君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 病院事務長。 

○病院事務長（大槻祐二君） はい。 

議案第１０号の内容説明をいたします。 

お手元の町立別海病院事業会計予算書１ページをお開き願います。 

議案第１５号令和３年度町立別海病院事業会計予算。 

第１条、総則。 

令和３年度町立別海病院事業会計予算は、次に定めるところによる。 

第２条、業務の予定量。 

業務の予定量は次のとおりとする。 

１項、 病床数８４、１号、一般病床８３床、２号、未熟児室１床。 

２項、 年間患者数８万８,７６０人、１号、入院２万２,９９５人、２号、外来６万 

５,７６５人。 

３項、 １日平均患者数３３３人、１号、入院６３人、２号、外来２７０人。 

４項、 主要な建設改良事業。 

ＭＲＩ導入事業外構整備事業、事業費３,３００万円、医療機械器具購入事業、事業費

２,３９９万５,０００円、町立別海病院設備更新事業、事業費１,１２７万９,０００円。 

第３条、収益的収入及び支出。 

収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収入です。 

１款、病院事業収益、１項から３項で２２億９９３万３,０００円。 

支出です。 

１款、病院事業費用、１項から４項で２４億８,４８３万９,０００円です。 

２ページをお開き願います。 

第４条、資本的収入及び支出。 

資本的収入及び支出の予定額は次のとおりと定める。 

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額８,９９３万５,０００円は、過年度分損
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益勘定留保資金８,９９３万５,０００円で補てんするものとする。 

収入です。 

１款、資本的収入、１項から３項で１億６,６３４万８,０００円。 

支出です。 

１款、資本的支出、１項と２項で２億５,６２８万３,０００円。 

第５条、企業債 

企業債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還方法は、次のとおりと定める。 

起債の目的、ＭＲＩ導入事業外構整備事業、限度額３,３００万円、医療機械器具整備

事業、限度額２６０万円、院内総合情報システム整備事業７５０万円、設備更新事業 

１,１２０万円。 

起債の方法はいずれも証書借入、利率はいずれも３％以内、償還の方法はいずれも起債

借入先の融資条件による。ただし、企業財政その他の都合により繰上償還、又は低利に借

換えることができる。 

第６条、一時借入金。 

一時借入金の限度額は２億円と定める。 

第７条、議会の議決を経なければ流用することができない経費。 

次に掲げる経費については、その経費の金額それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ

以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

１号、職員給与費、１２億６,８６１万２,０００円。 

２号、公債費、１３０万円。 

第８条、他会計からの補助金。 

次に掲げる事由により、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、次のとおりと定

める。 

１号、医師及び看護師等の研究研修に要する経費で３５１万１,０００円。 

２号、病院事業職員の基礎年金拠出金に係る公的負担に要する経費、２,９０１万 

１,０００円。 

３号、病院事業職員の追加費用負担金に要する経費、１,０３０万円。 

４号、児童手当に要する経費、５８６万円。 

５号、院内保育所に要する経費、１,９６７万１,０００円。 

６号、医師の派遣を受けることに要する経費、２,８２９万円。 

第９条、たな卸資産の購入限度額。 

たな卸資産の購入限度額は２億７,８３０万円と定める。 

第１０条、重要な資産の取得。 

重要な資産の取得は次のとおりとする。 

種類、構築物、名称、ＭＲＩ導入事業外構整備、数量一式、器械備品、分娩監視装置等、

数量一式。 

第１１条、予定支出の各項の経費の金額の流用。 

予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

決算により消費税及び消費税予算に不足が生じた場合、その充当のため項間の流用がで

きるものとする。 

５ページからの予算実施計画及び８ページからの予算実施計画説明書は省略をさせてい

ただきます。 
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１５ページをお開き願います。 

「令和３年度町立別海病院事業会計予定キャッシュ・フロー計算書（間接法）」です。 

この計算書は、実際の収入から支出を差し引いて手元に残る現金預金の流れをあらわし

たものでございます。 

説明は各区分ごとの差し引き合計額で申し上げます。 

１、業務活動によるキャッシュ・フロー 

差し引き合計で５，４７１万６,０００円のプラスです。 

２、投資活動によるキャッシュ・フロー左側下段です。 

差し引き合計で６,２３８万４,０００円のマイナスです。 

３、財務活動によるキャッシュ・フロー。 

差し引き合計で１,９５７万２,０００円のマイナスです。 

区分合計での資金増減額は、右下下から３段目で２,７２４万円のマイナスとなります。

資金期末残高予定額は、右下最下段で５５１万６,０００円となる予定でございます。 

続きまして、１６ページをお開き願います。 

「給与費明細書」です。 

１の総括の下段比較の合計で申し上げます。 

職員数一般職として、６名の減。 

括弧内は再任用短時間勤務職員及び１週間あたりの勤務時間が常勤職員より短い職員の

人数については、７名の増です。 

給料、５,５２０万円の減。 

報酬、５,６００万円の増。 

手当、２５１万５,０００円の減。 

給与費計で１７１万５,０００円の減。 

法定福利費は１,１６４万２,０００円の増。 

給与費合計で９９２万７,０００円の増となり、合計で１２億６,８６１万２,０００円

の予定となります。 

以下、２３ページまでの手当の内訳、給料手当の増減額の明細、給料及び手当の状況及

び２７ページまでの「損益計算書」及び「予定貸借対照表」、「注記表」につきましては、

説明を省略させていただきます。 

以上で議案第１０号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 以上で、議案第４号から議案第１１号までの令和３年度別海町各

会計予算の８件について、内容説明が終わりました。 

 お諮りします。 

 ただいま上程中の令和３年度別海町各会計予算の８件については、予算決算審査特別委

員会に付託の上、審査することにしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４号から議案第１１号までの８件については、予算決算審査特別委員

会に付託の上、審査することに決定いたしました。 

お諮りします。 

ただいま全員による予算決算審査特別委員会に付託されましたので、本会議での質疑は
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省略したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、本会議での質疑は省略することに決定いたしました。 

ここで１０分間休憩いたします。 

午前１１時０７分 休憩 

────────────── 

午前１１時１５分 再開 

○議長（西原 浩君） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１２ 議案第２０号 

○議長（西原 浩君） 日程第１２ 議案第２０号別海町国民健康保険条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

○福祉部次長（青柳 茂君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 福祉部次長。 

○福祉部次長（青柳 茂君） はい。 

議案第２０号別海町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について、内容説明

いたします。 

議案書の１７ページをお開きください。 

本条例の改正は、「新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する法律」が

本年２月に公布され、「新型コロナウイルス感染症」の定義部分の改正が示されたことか

ら、本条例の附則において規定する「新型コロナウイルス感染症」の感染が疑われるとき

などに支給することができる「傷病手当金」に係る規定について必要な文言の整理をしよ

うとするものです。 

なお、本改正は「傷病手当金」の支給対象範囲及び取り扱いに変更が生じるものではな

いことを申し添えておきたいと思います。 

それでは、議案の内容説明をいたしますが、議案本文の朗読は省略し議案資料により説

明いたします。 

議案資料の１ページをお開きください。 

条例の一部を改正する条例の新旧対照表です。 

表の右側が改正前、左側が改正後で附則第２項の改正となります。 

改正前では「新型インフルエンザ等対策特別措置法附則第１条の２第１項に規定する新

型コロナウイルス感染症」としていた「新型コロナウイルス感染症」の定義について、改

正後では「令和２年１月に中華人民共和国から世界保健機関に対して、人に伝染する能力

を有することが新たに報告されたものに限る病原体がベータコロナウイルス属のコロナウ

イルスである感染症」とするものです。 

また、附則として「この条例は、公布の日から施行する。」とするものです。 

以上で、議案第２０号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第２０号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 
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質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１３ 議案第２１号 

○議長（西原 浩君） 日程第１３ 議案第２１号別海町生活支援事業条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

○介護支援課長（千葉 宏君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 介護支援課長。 

○介護支援課長（千葉 宏君） はい。 

 議案第２１号別海町生活支援事業条例の一部を改正する条例の制定について、説明をい

たします。 

議案書１８ページをお開きください。 

本条例は、高齢者及び障害者が自立した生活を確保するために必要な生活支援事業を行

うことにより、高齢者等の保健福祉の増進を図ることを目的とし、「外出支援サービス事

業」、「配食サービス事業」、二つの事業を行っています。 

「配食サービス事業」については、原材料費の高騰や人件費の増などを踏まえて、「業

務委託単価の積算根拠」の見直しを行い、あわせて「利用者負担額」についても見直しを

することとし、また、サービス利用者が増加傾向にあることから、「業務委託先の拡充

等」と「対象要件の見直し」を行うため、所要の改正を行うものです。 

それでは議案の内容を説明いたしますが、議案本文の朗読は省略し別冊の議案資料によ

り説明いたします。 

議案資料２ページをお開きください。 

別海町生活支援事業条例の一部を改正する条例新旧対照表です。 

右側が改正前、左側が改正後となります。 

改正後の欄で説明します。 

改正内容につきましては、２ページ下段から４ページ中段になりますが、第３条におい

て、見出し「事業の内容、利用回数及び対象者」を「事業の内容及び対象者等」へ改めま

す。 

次に、二つの事業をそれぞれ「号だて」から「項だて」として、事業の内容と対象者に

ついて規定するものです。 

また、４ページ上段になりますが、配食サービス事業の対象者を具体的に示し要件を明

確化するものです。 

５ページをお開きください。 

第７条において、見出し「事業の委託」を「業務の委託及び委託料の支払い」に改め、

同条中の適切な事業運営ができると認められている「社会福祉法人等」を「事業者」に改

めるものです。 

これは、委託事業の拡充を図るため、事業者の参入がしやすくなるように改正するもの

です。 

また、「第２項、委託事業者に支払う１食当たりの委託単価は、委託契約により定める
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ものとする」を加えるものです。 

これは、委託単価の定め方についての規定を追加するものです。 

６ページをご覧ください。 

別表６条関係において、事業区分欄、２の「配食サービス事業」の１食当たりの利用者

負担額を「３５０円」から「４００円」に改めるものです。 

その他の改正につきましては、文言等を整理するものです。 

次に、附則として、「この条例は、令和３年４月１日から施行する。」とするものです。 

以上で、議案第２１号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第２１号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

○７番（木嶋悦寛君） はい。 

○議長（西原 浩君） ７番木嶋議員。 

○７番（木嶋悦寛君） ちょっと条文の言葉の使い方についてちょっと質問します。 

議案資料の３ページの（２）ですね。 

３条の２項になりますか。 

この中にですね、事業の対象者を「老衰、心身の障害及び傷病等の理由により、車いす

やストレッチャーを利用しなければ移動が困難な高齢者又は重度身体障害者」とあります。 

その前の対象者の中に、心身の障害という言葉があるのに対して、なぜ重度身体障害者

となったのか説明いただきたいと思います。 

○議長（西原 浩君） 答弁調整のため暫時休憩いたします。 

午前１１時２５分 休憩 

────────────── 

午前１１時２９分 再開 

○議長（西原 浩君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

○介護支援課長（千葉 宏君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 介護支援課長。 

○介護支援課長（千葉 宏君） はい。 

 木嶋議員の御質問にお答えいたします。 

こちらの条例の改正につきましては、「項だて」を行って、各それぞれのサービス事業

ごとにですね、内容を整理したというものであって、改正前の第３条の「外出支援サービ

ス事業」の内容について改正後につきましては、第３条の第２項ですね、こちらのほうの

内容としたということであって中身につきまして変更等はかけてはおりません。 

以上になります 

○議長（西原 浩君） 木嶋委員、所管が答弁したように条例の改正なのでここは改正に

なってない部分なので、その文言の意味合いについてはまた別の機会に議論するというこ

とでどうでしょうか。 

改正内容についての質疑ならお受けしたいと思うんですけども、改正していない部分と

いうことで、今所管のほうからもそこは号を移しただけだという答弁でございました。 

木嶋委員が求めてる答弁とは違ったんですけども、それを別の機会に議論ということで

どうでしょうか。 

○７番（木嶋悦寛君） はい。 



- 24 - 

明らかにここは検討しなければいけない部分であるかなというふうに思いますので、そ

れだけはお含みおきください。 

○議長（西原 浩君） そのほか質問ございますか。 

○１３番（中村忠士君） はい。 

○議長（西原 浩君） １３番中村議員。 

○１３番（中村忠士君） ２点ほどお聞きしたいと思うんですけど。 

１点目はですね、「外出支援サービス」について、それから「配食サービス事業」につ

いて、それぞれ現在の利用状況がどうなっているかっていうのをお聞きしたいと。 

それからもう１点はですね、「配食サービス」について、対象者が少し広がっているの

かどうなのかがちょっとよくわからないですが、規定を変えましたよね。 

そのことによって、利用者が増えるという見込みなのか減るという見込みなのか、ある

いは変わらないという見込みなのか、その見込みをどのように考えているかお聞きします。 

○議長（西原 浩君） 答弁調整のため暫時休憩いたします。 

午前１１時３２分 休憩 

────────────── 

午前１１時３３分 再開 

○議長（西原 浩君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

○介護支援課長（千葉 宏君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 介護支援課長。 

○介護支援課長（千葉 宏君） はい。 

 中村議員の御質問にお答えします。 

「外出支援サービス」の実績につきましては、手元に資料を用意していなかったもので、

そちらのほうの説明はできないので申しわけありません。 

「配食サービス」につきまして、現状での平成２９年度から令和２年度の１月実績まで

説明させていただきます。 

平成２９年度につきましては１,４６７食、平成３０年度につきましては２,７１５食、

令和元年度につきましては２,６４２食、令和２年度の１月実績としては２,６５０食と

なっております。 

あと、サービス対象者関係につきましてですけれども、事業者の対象をこちらのほうの

内容の拡大ということで想定されるものにつきまして、相談あるものを含むということで、

６５歳以上の高齢者の方と障害者手帳等を所持しているお子様のみの世帯、６５歳以上の

高齢者と介護認定又は傷病等により食事の準備ができないお子様のみの世帯、６５歳以上

の高齢者と引きこもりのお子様のみの世帯、６５歳以上の高齢者と早朝から夜遅くまで仕

事されており、自宅に不在のお子様のみの世帯、６５歳以上の高齢者の方と１８歳以下の

お子様、お孫様のみの世帯、こちらのことを想定される世帯として考えております。 

以上になります。 

○議長（西原 浩君） 中村議員よろしいですか。 

○１３番（中村忠士君） はい、わかりました。 

○議長（西原 浩君） それではそのほか質疑ございますか。 

 ないようですので質疑を終わります。 
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────────────────────────────────── 

◎日程第１４ 議案第２２号 

○議長（西原 浩君） 日程第１４ 議案第２２号別海町介護保険条例の一部を改正する

条例の制定についてを議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

○介護支援課長（千葉 宏君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 介護支援課長。 

○介護支援課長（千葉 宏君） はい。 

 議案第２２号別海町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について内容説明をいた

します。 

議案書２１ページをお開きください。 

本条例の改正は、令和３年度から令和５年度を計画期間とする「第８期介護保険事業計

画」において、「介護及び予防給付サービス」並びに「地域支援事業」の見込み量の推計

など、保険料算定基礎となる「介護保険事業費」を算定した結果、３年間で「標準給付費

見込み額」、「地域支援事業」の合計約３５億２００万円となり、第７期介護保険事業計

画時の３３億２,２００万円と比較すると、約１億８,０００万円の増額となることが見込

まれます。 

第１号被保険者の介護保険料は、標準給付費見込み額及び地域支援事業の第１号被保険

者が負担すべき割合、後期高齢者の割合、所得段階別の第１号被保険者の割合等で構成し

た額が第８期の保険料収納必要額となります。 

これにより、保険料、基準月額を算定することとなっており、第８期計画期間における

保険料基準月額は３年間で３,６２８円と算定されましたが、現在の保険料基準月額の

「４,９００円」から保険料を大幅に引き上げることを抑制するために、計画期間内に介

護給付費、準備基金の取り崩しを行うこととして算定した結果、「５,１００円」となり

ました。 

これにより、第８期計画期間中の保険料基準月額の「５,１００円」に改定することと

し、条例第４条で規定する「第１号被保険者の保険料率」の改正を行うものです。 

また、「介護保険法施行規則」の改正により介護保険料算定のための「基準所得金額」

の改正など所要の改正も行うものです。 

その他、「新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する法律」の公布に従

い、本条例の附則において規定する「新型コロナウイルス感染症」の影響により、「収入

の減少が見込まれる場合の保険料の減免」に係る規定について改正するものです。 

それでは、議案の内容説明をいたしますが、議案本文の朗読は省略し改正の内容は別冊

の議案資料により説明させていただきます。 

議案資料の１２ページをお開きください。 

別海町介護保険条例の一部を改正する条例の説明資料です。 

この表は、「第８期介護保険事業計画」期間内の「所得段階別保険料」について示した

ものです。 

左から、区分、課税区分の所得金額等、平成３０年度から令和２年度規定額、令和３年

度から令和５年度規定額、令和３年度から令和５年度の減額後となります。 

本条例の改正につきまして、「介護保険法施行規則」の一部が改正され、所得状況に応

じて区分されている保険料率の算定に関する基準が改正され、表の左の区分欄の市町村民
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税本人課税層に当たる第７段階が「１２０万以上２１０万円未満」、第８段階が「２１０

万円以上３２０万円未満」及び第９段階が「３２０万円以上」と合計所得金額が記載のと

おり定められましたので、新たな基準に基づき「基準所得金額」を改正するものです。 

次に保険料率ですが、令和３年度から令和５年度の「第８期保険料基準月額」を、現行

の基準月額から２００円引き上げ「５,１００円」に設定しようとするものです。 

表の右から２列目の令和３年度から令和５年度規定額の欄のとおり、区分第２段階の月

額「２,５５０円」から第９段階の「月額８,６７０円」まで、第１号被保険者の所得状況

等の区分に応じた「保険料率」により階層ごとの金額に改めるものです。 

「基準額５,１００円」は、第５段階の金額となります。 

なお、介護保険法施行令の改正により、令和２年度の減額賦課について定めた所得の少

ない被保険者第１段階から第３段階までの方の保険料月額に対する基準額割合について、

表右の令和３年度から令和５年度減額後の欄のとおり、第８期計画期間においても継続し

て適用することとするものです。 

国の基準に基づき、「基準額割合」と「保険料」を第１段階は、基準額割合を現行の

「０.５」から「０.３」とし「月額１,５３０円」、第２段階は基準額割合を「０.７５」

から「０.５」とし「月額２,５５０円」、第３段階は基準額割合で「０.７５」から 

「０.７」とし「月額３,５７０円」に減額するものです。 

この他、附則第８条、「新型コロナウイルス感染症」の影響により、「収入の減少が見

込まれる場合の保険料の減免」について、新型コロナウイルス感染症の定義規定の改正が

あったことから改正を行うものです。 

議案資料１１ページをお開きください。 

附則として、「この条例は、令和３年４月１日から施行する。ただし、附則第８条を加

える改正規定は公布の日から施行する。」とするものです。 

また、経過措置について「改正後の条例第４条の改正の規定について、令和３年度分の

保険料から適用し、令和２年度以前の年度分の保険料については、なお従前の例によ

る。」とするものです。 

以上で、議案第２２号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第２２号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

 ここで、午後１時まで休憩します。 

午前１１時５０分 休憩 

────────────── 

午後 ０時５５分 再開 

○議長（西原 浩君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 先ほど議案第２２号の答弁において、中村議員の質問に訂正したい旨の申し出がありま

したのでお受けいたします。 

○介護支援課長（千葉 宏君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 介護支援課長。 
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○介護支援課長（千葉 宏君） はい。 

 別海町生活支援事業の一部を改正する条例の制定におきまして、中村議員により御質問

いただき回答いたしましたが、その内容に誤りがありましたので訂正したいと思います。 

「配食サービス」の年度別の件数を御報告したんですけれども、この「配食サービス」

につきましては、一般会計と介護保険特別会計の二つの予算で実行しております。 

そういう中で、私が先ほど特別会計の食数のみをお伝えしてしまいましたので、そちら

につきましては、一般会計と特別会計の合わせた食数を改めて御報告したいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

それでは平成２９年度になります。 

一般会計が４,７８５食、特別会計が１,４６７食、合計で６,２５２食。 

続きまして、平成３０年度になります。 

一般会計が３,５５３食、特別会計が２,７１５食、合計で６,２６８食になります。 

令和元年度になります。 

一般会計が４,５４８食、特別会計が２,６４２食です。 

合計いたしまして、７,１９０食になります。 

令和２年度の１月実績になります。 

一般会計につきましては４,６５０食、特別会計２,６５０食、合計で７,３００食にな

ります。 

あともう１点、「外出支援サービス」の件数についても、回答を求められたんですけれ

ども資料が揃いましたので、こちらであわせて御説明させていただきたいと思います。 

「外出支援サービス事業」につきましては、平成２９年度につきまして登録されてる方

が２９名で、延べの利用者数が１００名、回数が２２２回となっております。 

続きまして、平成３０年度です。 

登録者数が３４名、延べの利用者数が１１７名、回数が２６７回となります。 

令和元年度になります。 

登録者数が３０名、延べの利用者数が８１名、回数が２０２回になります。 

令和２年度につきましては、一応２月の時点での数字として登録者数が２６名、延べの

利用者数が７７名、回数が１９８回となっております。 

以上になります。 

○議長（西原 浩君） 議案第２１号の答弁でございます。 

中村議員よろしいですか。 

○１３番（中村忠士君） はい。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１５ 議案第２３号から日程第１８ 議案第２６号まで 

○議長（西原 浩君） それでは、次に日程第１５ 議案第２３号別海町指定居宅介護支

援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定につ

いて、日程第１６ 議案第２４号別海町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに

指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例の制定について、日程第１７ 議案第２５号別海町介護保険法に

基づく指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営にかかる基準に関する条例の

一部を改正する条例の制定について、日程第１８ 議案第２６号別海町介護保険法に基づ

く指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介
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護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に係る基準に関する条例の一

部を改正する条例の制定についての４件については、別海町議会会議規則第３７条の規定

により一括議題といたします。 

 内容について順次説明を求めます。 

○介護支援課長（千葉 宏君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 介護支援課長。 

○介護支援課長（千葉 宏君） はい。 

 議案第２３号、議案第２４号、議案第２５号及び議案第２６号に関しては関連がありま

すので一括して説明いたします。 

それでは、議案第２３号。 

別海町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を

改正する条例の制定について内容について説明します。 

議案書は２４ページから２９ページまでとなります。 

議案本文の朗読につきましては省略させていただき、別冊の議案資料で御説明いたしま

す。 

議案資料の２８ページをお開きください。 

議案第２３号別海町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める

条例の一部を改正する条例の説明資料です。 

条例改正の背景です。 

指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等については、介護報酬

に係る改定とあわせて、「社会保障審議会介護給付費分科会」の審議を踏まえ、３年に１

度大規模な改正が行われており、来年度から始まる「第８期介護保険事業計画期間」にお

いても関連省令について、所要の改正が行われています。 

地方分権の一環で平成２４年以降省令で定める基準を踏まえ、条例で定める基準が実際

に事業者に適用される基準とされたため、令和３年基準改正省令を受けて、市町村におい

ても令和３年４月１日施行、一部は１０月１日になりますが条例を改正する必要が生じる

ものです。 

議案資料２９ページをお開きください。 

次に、主な改正内容になります。 

１点目が介護サービス等の基準改正に伴う全サービスに共通した改正について。 

２点目が管理者の要件の緩和に伴う改正について。 

３点目が質の高いケアマネジメントの推進に伴う改正について。 

４点目が生活援助の訪問回数の多い利用者への対応に伴う改正について。 

５点目がその他上記の改正に伴う条文の整備等です。 

議案資料３０ページをお開きください。 

条例改正の内容になります。 

１点目の介護サービス等の基準改正に伴う全サービスに共通した改正についてです。 

全サービスに共通した改正として、１つ目が感染症対策の強化です。 

これは、事業者に感染症に関する委員会や指針の整備、研修の実施及び訓練を実施する

ことを新たに加えたものです。 

２つ目が業務継続に向けた取り組みの強化です。 

これは、事業者に感染症や災害が発生した場合でも、事業の継続に向けた計画等を義務
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づけることを新たに加えるものです。 

３つ目が「ハラスメント対策」の強化です。 

これは、「ハラスメント対策」に関する事業者の責務を踏まえ、適切に対策を求めるこ

とを新たに加えるものです。 

４つ目が会議や多職種連携における「ＩＣＴの活用」です。 

これは、利用者を含めた打ち合わせや関係者等が参加する会議にテレビ電話等を活用し

て実施を認めることを新たに加えるものです。 

議案資料３１ページをお開きください。 

５つ目が利用者への説明・同意等に係る見直しです。 

これは、事業者が利用者等に対し「ケアプラン」や「重要事項説明書」等書面で行うこ

とが規定されているものにつきまして「電磁的記録による対応を原則認める。」ことを新

たに加えるものです。 

６つ目が記録の保存等に係る見直しです。 

これは、事業者の諸記録の保存・交付等について「電磁的記録による対応を原則認め

る。」ことを新たに加えるものです。 

７つ目は、運営規程等の掲示に係る見直しです。 

これは、事業者が運営規程等の重要事項について、事業者での「掲示」だけでなく「閲

覧可能な形で備え置くこと」等を可能とすることを新たに加えるものです。 

８つ目は、「高齢者虐待防止」の推進です。 

これは、事業者に人権擁護、虐待防止等の観点から虐待の発生又はその再発防止のため

に委員会等の開催等を適切に実施するため、「担当者を定めること」等を義務づけること

を新たに加えるものです。 

９つ目が「ＣＨＡＳＥ・ＶＩＳＩＴ」情報の収集・活用と「ＰＤＣＡサイクル」の推進

です。 

全てのサービスについて、「ＣＨＡＳＥ・ＶＩＳＩＴ」を活用した計画の策定や事業所

単位での「ＰＤＣＡサイクル」の推進等を新たに加えるものです。 

以上の９点が、令和３年度介護サービス等の基準改正に伴うすべてのサービスに共通し

た改正項目となります。 

この改正内容は、議案第２４号、２５号及び２６号においても同様となります。 

議案資料２６ページをお開きください。 

議案資料２６ページから２７ページの議案第２３号から２６号共通資料の介護サービス

等の基準改正に伴う全サービスの共通した改正項目整理表のとおり、表の上段に記載の４

つの条例においてサービス類型ごとにそれぞれの改正項目のとおり改正することとしてお

ります。 

次に、議案資料３２ページをお開きください。 

「管理者」の要件の緩和に伴う改正についてです。 

改正条項は、第５条第２項に改正内容欄のとおり新たに加えるものです。 

これは、居宅介護支援事業所の管理者は「主任介護支援専門員」とされていますが、

「管理者」要件について令和３年３月３１日までとしていた、経過措置の期間の延長を行

うとともに、やむを得ない事由がある場合においては、「主任介護支援専門員」を「管理

者」としない取り扱いを可能とするものです。 

次に質の高いケアマネジメントの推進に伴う改正について。 
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改正条項は、第６条第２項に改正内容欄のとおり追加するものです。 

これは、ケアマネジメントの公正中立性の確保を図る観点から、利用申込者及びその家

族に対し作成した「ケアプラン」における訪問介護等の各サービスの割合と作成した「ケ

アプラン」に位置づけた訪問介護等の各サービスごとの提供回数のうち、同一事業者によ

る提供されたものの割合について説明を行うことを新たに加えたものです。 

次に、議案資料３３ページをお開きください。 

生活援助の訪問回数の多い利用者等への対応に伴う改正について。 

改正条項は、第１５条に改正内容欄のとおり追加します。 

これは「区分支給限度基準額」の利用割合が高く、かつ、訪問介護が利用サービスの大

部分を占める等の「ケアプラン」を作成する居宅介護支援事業者を事業所単位で抽出する

といった点検、検証の仕組みを導入するものです。 

その他、改正に伴う条項の繰り下げ等の整理を行うものです。 

議案資料の２５ページまでちょっとお戻りください。 

附則として、「この条例は、令和３年４月１日から施行する。ただし第５条第２項の規

定は令和３年１０月１日から施行する。」とするものです。 

また、高齢者虐待防止の推進、業務継続計画の策定、感染症対策の強化について、３年

間の経過措置期間を設けることとし、改正後の規定の適用に伴い規定中の文言の読みかえ

について定めるものです。 

以上で、議案第２３号の内容説明を終わります。 

続きまして、議案第２４号別海町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定

介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例の制定についての内容について説明いたします。 

議案書は３０ページから３４ページとなります。 

議案本文の朗読は省略し別冊の議案資料で御説明いたします。 

議案資料４４ページをお開きください。 

条例の一部を改正する条例の制定説明資料になります。 

条例改正の背景については、議案第２３号と同様になります。 

議案資料、４５ページをお開きください。 

次に、主な改正内容になります。 

主な改正内容につきましては、１点目が介護サービス等の基準改正に伴う全サービスに

共通した改正について。 

２点目がその他改正に伴う条項の繰り下げ等を整理するものです。 

改正内容につきましては議案第２３号と同様になります。 

その他、改正に伴う条項の繰り下げを行うものになります。 

議案資料の４２ページをお開きください。 

附則として、「この条例は、令和３年４月１日から施行する。」とするものです。 

また、高齢者虐待防止の推進、業務継続計画の策定、感染症対策の強化について、３年

間の経過措置期間を設けることとし、改正後の規定の適用に伴い規定中の文言の読みかえ

について定めるものです。 

以上で議案第２４号の内容説明を終わります。 

続きまして、議案第２５号別海町介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの事業の

人員、設備及び運営に係る基準に関する条例の一部を改正する条例の制定についての内容



- 31 - 

について説明いたします。 

議案書は３５ページから５１ページとなります。 

議案本文の朗読は省略し別冊の議案資料で説明いたします。 

議案資料の１０６ページをお開きください。 

主な改正内容です。 

介護サービス等の基準改正に伴う全サービスに共通した９項目の改正のほか、１５項目

についての改正となっています。 

介護サービス等の基準改正に伴う全サービスに共通した９項目の改正の内容については

議案２３号及び２４号と同様です。 

それでは、議案資料の１０８ページをお開きください。 

条例改正の内容になります。 

サービス種別につきましては、９つの地域密着型サービスが対象となります。 

説明につきましては、町内で運営されているサービスの「地域密着型通所介護」「小規

模多機能型居宅介護」「認知症対応型共同生活介護」の３つのサービスについてのみ御説

明いたします。 

議案資料の１１０ページをお開きください。 

地域と連携した災害への対応の強化に伴う改正についてです。 

１１０ページ上段「地域密着型通所介護」の改正項目、運営に関する基準の改正条項は、

第５９条の１５第２項に改正内容の欄のとおり新たに規定を加えるものです。 

これは、災害の対応においては地域との連携が不可欠であることを踏まえ、非常災害対

策が義務づけられている介護サービス事業者を対象に避難訓練等の実施に当たって、地域

住民の参加が得られるように努めなければならないことを規定するものです。 

次に１１０ページ下段、「認知症介護基礎研修」の受講の義務付けに伴う改正について。 

こちらの「地域密着型通所介護」の改正項目は、運営に関する基準の改正で改正内容欄

のとおり新たに規定を追加するものです。 

この項では、従業者の資質の向上のため、研修の機会を確保しなければならないと規定

されてますが、認知症についての理解のもと介護に係るすべてのものの認知症対応力を向

上させていくために、事業者に対し介護に直接かかわる職員のうち、無資格者に対して、

「認知症介護基礎研修」を受講させるために必要な措置を義務づける規定を追加するもの

です。 

なお、この改正につきましては３年間の経過措置期間を設けることとされております。 

次に、議案資料１１１ページをお開きください。 

１１１ページ表の２段目、「小規模多機能型居宅介護」の改正項目は準用で、先に説明

しました「地域密着型通所介護」の勤務体制の確保等に関する基準の規定を準用するもの

です。 

次に１１１ページの表の３段目、「認知症対応型共同生活介護」の運営に関する基準の

改正で、「地域密着型通所介護」の勤務体制の確保等に関する基準の規定と同様の内容を

追加するものです。 

次に、１１２ページごらんください。 

１１２ページ中段の「小規模多機能型居宅介護」の人員配置基準の見直しに伴う改正に

ついては、人員に関する基準の改正で第６項の表を改正内容欄のとおり改めるものです。 

これは、「介護老人福祉施設」又は「介護老人保健施設」「小規模多機能型居宅介護事
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業所」を併設する場合に、入所者の処遇や事業所の管理上、支障がない場合について「管

理者」「介護職員」の兼務も可能とするとしたものです。 

次に１１２ページ下段、過疎地域等におけるサービス提供の確保に伴う改正については、

「小規模多機能型居宅介護」の運営に関する基準の改正で、改正内容欄の規定を新たに追

加するものです。 

これは過疎地域等において、地域の実情により効率的運営に必要であると町が認めた場

合に基準を満たすことを条件として、登録定員及び利用定員を超えることを可能とするも

のです。 

次に、議案資料１１３ページをお開きください。 

１１３ページ上段、地域の特性に応じた認知症グループホームの確保に伴う改正につい

ては、「認知症対応型共同生活介護」の人員に関する基準の改正で、改正内容欄のとおり

新たに追加するものです。 

これは、複数の事業所で人材を活用しながら、より利用者に身近な地域でのサービス提

供が可能となるようサテライト型事業所の基準が創設され、共同生活居住の「管理者」は、

本体事業所の「管理者」と兼務を可能とするとしたものです。 

また、次の段の設備に関する基準について、第１１３条で規定するユニット数について、

原則１または２とされているところ、地域の特性に応じたサービスの整備、提供を推進す

るため、ユニット数を弾力化し「１以上３以下」とするものです。 

次に、認知症グループホームの夜勤体制の見直しに伴う改正については、「認知症対応

型共同生活介護」の人員に関する基準の改正で、改正内容欄のとおり追加するものです。 

これは、１ユニットごとに夜勤１人以上の配置をされている夜間深夜時間体の職員体制

について、安全性が確保されていると認められるときは、３人ユニットの場合においては、

速やかな対応が可能な構造で安全対策等を要件として、例外的に夜勤２人以上の配置に緩

和できるものとするものです。 

次に、１１４ページになります。 

上段、外部評価に係る運営推進会議の活用に伴う改正については、「認知症対応型共同

生活介護」の運営に関する基準の改正で、既存の外部評価を維持するために自らが提供す

るサービスの質の評価を行い、第三者が出席する運営推進会議に報告しその評価を受けた

上で公表する仕組みを制度的に位置づけ、運営推進会議と既存の外部評価に係る評価のい

ずれかから第三者による外部評価を受けることとするものです。 

次に、計画作成担当者の配置基準の緩和に伴う改正についてです。 

「認知症対応型共同生活介護」の人員に関する基準の改正で、認知症グループホームに

おいて人材の有効活用を図るため、計画作成担当者である介護支援専門員の配置をユニッ

トごとに１名以上の配置から、事業所ごとに１名の配置に緩和するものです。 

町内で運営されている「地域密着型サービス事業所」にかかわる基準の改正内容につい

ては以上です。 

議案資料の１０２ページまでお戻りください。 

附則として「この条例は、令和３年４月１日から施行する。」とするものです。 

また高齢者虐待防止の推進、業務継続計画の策定、感染症対策の強化、認知症に係る基

礎的な研修の受講、ユニット定員、栄養管理、口腔衛生の管理について、３年間の経過措

置期間を設けることとし、改正後の規定の適用に伴い規定中の文言の読みかえについて定

めています。 



- 33 - 

以上で、議案第２５号の内容説明を終わります。 

続きまして、議案第２６号。 

別海町介護保険法に基づく指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運

営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方向に

かかる基準に関する条例の一部を改正する条例の制定についての内容について説明いたし

ます。 

議案書は５２ページから５９ページになります。 

議案本文の朗読は省略し別冊の議案資料で説明いたします。 

議案資料の１４２ページをお開きください。 

条例の一部を改正する条例の制定説明資料になります。 

条例改正の背景については、議案２３号と同様になります。 

議案資料１４３ページをお開きください。 

次に、主な改正内容になります。 

介護サービス等の基準改正に伴う全サービスに共通した９項目の改正のほか、９項目に

ついて改正となっています。 

介護サービス等の基準改正に伴う全サービスに共通した９項目の改正の内容につきまし

ては、議案第２３、２４、２５号と同様になっております。 

議案資料の１４４ページをお開きください。 

条例改正の内容です。 

サービス種別については、３つの地域密着型介護予防サービスが対象となっております

が、説明については町内で運営されているサービスの「介護予防小規模多機能型居宅介

護」「介護予防認知症対応型共同生活介護」この２つのサービスについてのみ御説明いた

します。 

それでは、議案資料の１４５ページをお開きください。 

「認知症介護基礎研修」の受講の義務付けに伴う改正についてですが、表の２段目「介

護予防小規模多機能型居宅介護」の改正項目は準用です。 

改正条項は、第６０条において上段に記載の「介護予防認知症対応型通所介護」の勤務

体制の確保等に関する基準の規定を準用するものです。 

次に表の３段目、「介護予防認知症対応型共同生活介護」の改正項目も同じく準用で、

「介護予防認知症対応型通所介護」の勤務体制の確保等に関する基準の規定を準用するも

のです。 

次に、「小規模多機能型居宅介護」の人員配置基準の見直しに伴う改正について、人員

に関する基準の改正で改正内容欄のとおり改めるものです。 

これは、「介護老人福祉施設」又は「介護老人保健施設」と「小規模多機能型居宅介護

事業所」を併設する場合に、入所者の処遇や事業所の管理上支障がない場合、「管理者」

「介護職員」の兼務を可能とするものです。 

次に１４６ページ、過疎地域等におけるサービス提供の確保に伴う改正については、

「介護予防小規模多機能型居宅介護」の運営に関する基準の改正で、改正内容のとおり規

程に新たに追加します。 

これは、過疎地域等において地域の実情により事業所の効率的運営に必要であると町が

認めた場合に、人員、設備基準を満たすことを条件として、登録定員及び利用定員を超え

ること可能とするものです。 
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次に１４６ページ下段、地域の特性に応じた「認知症グループホーム」の確保に伴う改

正について。 

「介護予防認知症対応型共同生活介護」の人員に関する基準の改正で、新たに追加し複

数の事業所で人材を活用しながら、より利用者に身近な地域のサービス提供が可能となる

よう「サテライト型事業所」の基準が創設され、共同生活住居の「管理者」は本体事業所

の「管理者」との兼務を可能とするものです。 

また、次の段の設備に関する基準の改正では、規定するグループホームのユニット数に

ついて、原則１又は２とされているところ、ユニット数を弾力化し「１以上３以下」とす

るものです。 

次に、議案資料１４７ページをお開きください。 

「認知症グループホーム」の夜勤体制の見直しに伴う改正について。 

「介護予防認知症対応型共同生活介護」の人員に関する基準の改正で、１ユニットごと

に夜勤１人以上の配置とされている夜間深夜時間体の職員体制について、安全性が確保さ

れていると認められるときは、３ユニットの場合においては、速やかな対応が可能な構造

で安全対策等を要件として、例外的に夜勤２名以上の配置に緩和することができるとする

ものです。 

次に、外部評価に係る運営推進会議の活用に伴う改正について。 

「介護予防認知症対応型共同生活介護」の運営に関する基準の改正で、既存の外部評価

を維持するとともに、自ら提供するサービスの質の評価を行い、第三者が出席する運営推

進会議に報告して、その評価受けた上で公表することとされ、運営推進会議と既存の外部

評価による評価のいずれかから第三者による外部評価を受けることとするものです。 

次に、議案資料の１４８ページをごらんください。 

計画作成担当者の配置基準の緩和に伴う改正について。 

「介護予防認知症対応型共同生活介護」の人員に関する基準の改正で、「認知症グルー

プホーム」において人材の有効活用を図るため、計画策定担当者である「介護支援専門

員」の配置をユニットごとに１名以上の配置から、事業所ごとに１名の配置に緩和するも

のです。 

議案資料の１４０ページまでお戻りください。 

附則として、「この条例は、令和３年４月１日から施行する。」とするものです。 

また、高齢者虐待防止の推進、業務継続計画の策定、感染症対策の強化、認知症に係る

基礎的な研修の受講、３年間の経過措置期間を設けることとして、改正後の規定の適用に

伴い、規定中の文言の読みかえについて定めております。 

以上で、議案第２６号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第２３号から議案第２６号の４件についての内容説明が終わ

りましたので、これから一括質疑を行います。 

質疑に入ります。 

○１３番（中村忠士君） はい。 

○議長（西原 浩君） １３番中村議員。 

○１３番（中村忠士君） 大きく分けて２点質問したいんですが。 

 一つはですね、いろいろな点でこの規制が緩和されているということがあります。 

例えば、議案資料３２ページ管理者の要件の緩和に伴う改正というところで、確保が著

しく困難であるとやむを得ない理由がある場合については云々というふうになっています
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し、それから随所にですね、こういう感じでの緩和が行われている。 

例えば、１０８ページ同じ議案資料の１０８ページでいうと、オペレーターの配置基準

等の緩和に伴う改正ということで、ただし書きとして利用者の処遇に支障がない場合は緩

和していいよというふうになっている。 

こういう言い方が随所にあるわけですよね。 

質問内容ですけれども、この条例としてはこういう書き方になるんだろうけども、その

判断基準をしっかりしないと広がり過ぎていく恐れもあるわけですよね。 

だから判断基準について、条例より下の規則等でそういうものをきちっと定めるのかと

いうことを１点お聞きしたいということです。 

それから２点目の質問ですけれども、同じく資料で言えば３３ページの訪問回数の多い

利用者等への対応に伴うということの問題ですけれども、回数の多いその妥当性を検討し

てこういうふうになっているわけですよね。 

この妥当性を検討するという場合も、これは恣意的になってはならない。 

必要なサービスを受けられないという状況が、起こってはならないと私は思うんですよ

ね。 

そういう意味で、その妥当性を検討する場合の、基準なり仕組みなりそういうものをき

ちっとつくるのかどうか。 

大きく分けて２点質問します。 

○介護支援課主幹（高橋勇樹君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 介護支援課主幹。 

○介護支援課主幹（高橋勇樹君） ただいまの中村議員の御質問につきまして、お答えさ 

せていただきます。 

 まず１点目の御質問ですが、こちらで表しているとおり、省令の中である程度基準とい

うものを決めているものと、各事業所によって運営規程等で定めてる内容がございますの

で、基本的にはこちらでこの条例以外に規定するものは定めておりませんが、国の省令等

に従うものということの判断をしています。 

２点目につきましては、議案説明３３ページの生活援助の訪問回数の多い利用者への対

応に伴う改正についてというところにつきましては、基本的には介護支援専門員の規定が

ありますので、各支援専門員がその生活支援の妥当性というものを内容精査してというこ

となので、ケアプラン等を立てる際に内容が妥当かどうかというのはこれについては生活

援助になりますので、家事の部分の介護サービスになるものですから、お手伝いさん的な

そういったサービスの提供をやはり避けるために、その方に必要な介護支援生活援助サー

ビスを提供するために、こういった内容の計上をするというところに計画等を検証すると

いうこととなっています。 

以上で説明を終わります。 

○１３番（中村忠士君） はい。 

○議長（西原 浩君） １３番中村議員。 

○１３番（中村忠士君） 具体的にお聞きします。 

 例えばですよ。 

議案資料１０８ページのオペレーターの配置基準等の緩和に伴う改正っていう部分で具

体的にお聞きしますけれども、ここに第４７条第３項にただし書きがあって、利用者の処

遇に支障がない場合はこうするんだというふうになっていますけれど、利用者の処遇に支
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障がないって判断する場合の基準は、ちゃんと定められるのかということを聞いています。 

具体的にちょっとお聞きしますので、お答えいただければと思います。 

それから２点目の質問に関してですけれど、妥当性を検討するということですけども、

その妥当性を判断して妥当であるとかないとかっていうふうに判断すると思うんだけど、

その基準というのをちゃんと定められるかどうかということをお聞きしているわけです。 

その妥当性についての評価、それが妥当だと判断したことが、その判断は正しいのかど

うかっていうことはちゃんと逆点検されるのかどうか。 

その点お聞きします。 

○議長（西原 浩君） 答弁調整のため暫時休憩いたします。 

午後 １時４１分 休憩 

────────────── 

午後 １時４５分 再開 

○議長（西原 浩君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

○介護支援課長（千葉 宏君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 介護支援課長。 

○介護支援課長（千葉 宏君） はい。 

 中村議員の御質問にお答えいたします。 

 同一敷地内の判断についてということですが、こちらにつきましては同一敷地内の建物

については、事業サービス事業者のほうの判断になります。 

あともう１点、妥当性の判断についてどこが判断をするのか、妥当性について計画につ

いての妥当性をどこが判断するのかということですが、こちらについて計画については町

のほうに提出がされますので、その判断につきましては町が行う予定となっております。 

○１３番（中村忠士君） はい。 

○議長（西原 浩君） １３番中村議員。 

○１３番（中村忠士君） １つはですね、ちょっと確認したいんですよ。 

利用者のサイドに立って考えると、規制緩和されてサービスが低下するんじゃないかと。 

するとは言ってませんよ。 

するのではないかという危惧が生じた場合に、私たちはちゃんと説明しなければいけな

いので。 

全体にわたってですね、今回緩和される部分については、きちんとその判断基準が明ら

かになると、明らかにすると、いろんな形でですね。 

するというふうに受け取っていいのかっていうことをまず確認したいと思います。 

全体にわたってですね。 

これは、規定されるけどこれはちょっと抜けてますっていうことはなくて、今回、規制

緩和される全部について、きちっとその判断基準なり何なりが定められるというふうに理

解していいのかどうかっていうことが一つです。 

それから、妥当性の問題についてですけれども、町が判断するっていうふうにお答えに

なったんだけど、町が判断するということにしたら、ちゃんとその判断の妥当性を検証す

る仕組みができているのかっていうこと聞いてるんです。 

○議長（西原 浩君） 答弁調整のため暫時休憩いたします。 
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午後 １時４９分 休憩 

────────────── 

午後 １時５０分 再開 

○議長（西原 浩君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

○福祉部長（今野健一君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 福祉部長。 

○福祉部長（今野健一君） はい。 

 このサービスの緩和につきまして、判断基準ということですけれども、町として全サー

ビスについて基準を新たに設けるということは考えておりません。 

それからまた事案事案によってですね、町が判断していくということで、今回の条例に

基づいてですね、それから国の基準に基づいて判断をしていくということで、今のところ

基準を新たに設けようということは考えておりません。 

以上です。 

○副町長（佐藤次春君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 副町長。 

○副町長（佐藤次春君） ちょっと補足をさせていただきますけれども、中村議員の質問

にあります、その緩和されるものというのは当然、今回省令で示された内容と同じように

条例改正をしようということですから、緩和されるということは、当然今までよりもです

ね、今まで厳しかった部分を、少し対応しやすくするですとかそういうことを積極的にし

ようという意味で、条例改正を今回するわけです。 

１つ１つのことを、１個１個聞かれれば答えられることもあります。 

けれどもね、その総論的にみんなそういうのは基準をつくるのかという質問されまして

も、事業所がやらなければならない対応もありますし、先ほどの利用の妥当性を検討とい

うのはですね、これは、町がある程度のサービス費の総額に占める割合が、少し問題では

ないかと言ったときに求めた時にですよ、求めた時に、介護支援専門員としてそれについ

て利用の妥当性を検討して、町に報告を上げてくださいという項目を今回作りますという

ことですのでね、言ってみれば、それで妥当性が認められるのであれば、町が求めたこと

に対してわかったよと町が判断するということになりますし、もし、いろんな問題があっ

てサービスの内容が本来利用できないような内容だとすれば、それは正してくださいとい

うことになっていくということですから。 

その１つ１つの文言をとらえてですね、基準があるのかないのか基準をつくるのかとい

う質問はちょっとこの条例全体に対する今回の一部改正に対する質問とはちょっとなじま

ないのではないかというふうな気がいたします。 

先ほど、福祉部長が申し上げましたとおり、町として何か新たな基準を設けて、今回の

条例改正に伴ってですね、対応していこうということはありませんけれども、省令あるい

はいろんな制度利用の中で培ってきているいろんなものがあると思いますが、それに準じ

てしっかりと緩和されるべきものについては、積極的に緩和できるようにですね、町とし

ても対応していくということで御理解をいただきたいと。 

○議長（西原 浩君） それでは、そのほか質疑ございますか。 

○３番（田村秀男君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） ３番田村議員。 

○３番（田村秀男君） はい。 
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 議案の資料の１３０ページなんですけれども、条文中にここだけでないんですけどね。 

 過疎地域その他これに類する地域においてはっていう限定ですけれども、本町は過疎法

に基づいた過疎地域にはなっていませんけれども、その他これに類する地域っていう基準

がどういうことなのか、それがもし本町でその他の地域、これに類する地域でなければ、

５８条の３項のサービスが本町では受けられないのか。 

このことについてちょっと説明お願いします。 

○議長（西原 浩君） 答弁調整のため暫時休憩いたします。 

午後 １時５６分 休憩 

────────────── 

午後 １時５９分 再開 

○議長（西原 浩君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 それでは、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

ただいま、田村議員の質問にありました５８条の条文に関しては、所管の方でもう少し

精査したい旨の申し出がございましたので、審議保留にして、後日、訂正も含めた中で、

もう１回審議していただきたいという申し出がございましたので、お受けしたいと思いま

す。 

そのほか質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） それでは、ただいまの４件については、保留いたします。 

 ここで、１０分間休憩いたします。 

午後 ２時００分 休憩 

────────────── 

午後 ２時０８分 再開 

○議長（西原 浩君） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１９ 議案第２７号 

○議長（西原 浩君） 日程第１９ 議案第２７号別海町普通河川管理条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題といたします。 

 内容について順次説明を求めます。 

○建設水道部次長（伊藤一成君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 建設水道部次長。 

○建設水道部次長（伊藤一成君） はい。 

 議案第２７号別海町普通河川管理条例の一部を改正する条例の制定についての内容を説

明させていただきます。 

議案の６０ページをお開きください。 

本条例の改正は、基準としています北海道の河川法施行条例が昨年一部改正され、流水

及び土地の占用料が変更となったことから、本条例の占用料についても整合を図るため、

別表を改正するものです。 

内容につきましては、議案資料により説明させていただきます。 

議案資料の１４９ページをお開きください。 

条例の一部改正する条例の新旧対照表です。 

右が改正前、左が改正後で下線部が改正箇所となります。 
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流水の占用料につきましては、「１鉱工業用水」から「４魚族養殖用水」と「６その他

用水」の単価をそれぞれ増額するもので、約１０％の増額となっております。 

また、「５鉱泉用水」につきましては、土地の価格に乗じる数値を「１００分の５」か

ら「１００分の６」へ改正するものです。 

次に、１５１ページをお開き願います。 

下段の表が土地の占用料になります。 

今回の改正は、占用料の単価、価格算出のための数値の変更及び区分の見直しが主な内

容となっております。 

まず、「１鉱泉地」の次のページ「建造工作物敷地」は、土地の価格に乗じる数値を

「１００分の５」から「１００分の６」へ改正し、「３工作物の伴わない敷地」について

は、「１００分の３」を「１００分の５」に改正するものです。 

「４農耕用敷地」については１５３ページ上段の改正前になりますが、土地の価格に乗

じていた「１００分の５０」が削除となり、「５採草及び放牧用敷地」は、土地の価格に

乗じる数値を「１００分の３０」から「１００分の６０」に改正するものです。 

「６漁業及び養殖用水面」並びに「７けい船その他に係る水面」につきましては、それ

ぞれの単価を改めるもので、「１５円」を「２０円」に「２５円」を「３０円」とするも

のです。 

「８管の埋設」につきましては１５５ページまでとなりますが、改正前１区分であった

ものを管の外径により、６区分に細分化するものです。 

１５６ページ、「９電柱」につきましては、改正前１区分としていたものを電柱及び電

話柱に区別し、さらに、電線の本数により、３区分に種類分けするなど合計８区分に細分

化する内容となっております。 

表下段の備考１につきましては、端数処理の数位を整数位から少数位に変更するもので、

１５７ページの６及び次のページの７については、電柱、電話柱の区分が追加されたこと

による説明の追加となるものです。 

附則としまして「この条例は、令和３年４月１日から施行する。」とするものです。 

なお、この改正によりまして、河川占用料は約２万円の減額となる見込みとなっており

ます。 

以上で、議案第２７号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第２７号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２０ 議案第２８号 

○議長（西原 浩君） 日程第２０ 議案第２８号別海町集落排水施設設置条例の一部を

改正する条例の制定についてを議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

○上下水道課長（外石昭博君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（外石昭博君） はい。 
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 議案第２８号別海町集落排水施設設置条例の一部を改正する条例の制定について御説明

いたします。 

議案書の６７ページをお開きください。 

本条例の改正は、農業集落排水事業の機能強化対策にて令和２年度からの中春別地区排

水処理施設改築更新事業の新規採択を受けるに当たり、地区の現況の見直しが必要であり

ましたことから、平成３０年度に実施しました排水施設の調査診断業務において、地区の

現況を調査した結果、計画処理対象人口が定住及び流入人口の変動により、平成６年の当

初計画値と比べ減少していることから、別海町集落排水施設設置条例の一部を改正するも

のです。 

それでは議案の内容説明いたしますが、議案の朗読は省略し別冊の議案資料により説明

をいたします。 

議案資料の１５９ページをお開きください。 

別海町集落排水施設設置条例の一部を改正する条例の新旧対照表です。 

表の右側が改正前、左側が改正後となります。 

第２条の表、中春別農業集落排水施設の計画人口の欄中「７７０人」を「６５０人」に

改めるものです。 

なお、附則としまして「この条例は、令和３年４月１日から施行する。」とするもので

す。 

以上で、議案第２８号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第２８号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２１ 議案第３０号 

○議長（西原 浩君） 日程第２１ 議案第３０号工事請負契約の締結について、イース

トタウン寿団地公営住宅改修建築主体工事（１号棟）を議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

○財政課長（寺尾真太郎君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（寺尾真太郎君） はい。 

 議案第３０号の内容説明をいたします。 

議案の６９ページをお開きください。 

本案は、工事請負契約の締結に当たり、予定価格が５,０００万円を超えるため、地方

自治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

最初に、議案本文を朗読いたします。 

１、契約の目的、イーストタウン寿団地公営住宅改修建築主体工事（１号棟）。 

２、契約の方法、簡易公募型指名競争入札による契約。 

３、契約金額、１億２,２６５万円。うち消費税及び地方消費税額１,１１５万円。 

４、契約の相手方、三共・岡田経常共同企業体、経常共同企業体構成員代表者、野付郡

別海町西春別９９番地の４８、株式会社三共工務店、代表取締役、森田雅浩、野付郡別海
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町西春別宮園町１１番地、株式会社岡田工務店、代表取締役、岡田啓。 

次に、本案提出に至るまでの入札等の経過について御説明いたします。 

公募期間は令和２年１２月２３日から令和３年１月１９日までの休日を除く１５日間。 

応募者数は５社で資格審査の結果、すべての応募者が資格ありと認められました。 

入札の執行は２月１８日、株式会社佐々木建設工業、島影建設株式会社、三共・岡田経

常共同企業体、近藤建設株式会社、みどり建工緑健康株式会社の５社による指名競争入札

を行い、１回目の入札で落札いたしました。 

消費税及び地方消費税を除く最高入札価格は１億１,２５０万円、最低入札価格は１億

１,１５０万円で、最低入札者であります本案の三共・岡田経常共同企業体と現在仮契約

中であります。 

なお、工期は本契約の翌日から１２月１０日を予定しております。 

工事の内容につきましては、議案資料のほうで御説明いたします。 

議案資料の１６１ページをお開きください。 

こちら１６５ページまでが本案工事の資料となっております。 

工事の概要ですが、構造につきましては補強コンクリートブロック造２階建て、１棟１

２戸、延べ床面積は１,１２２．４６平方メートル、建築面積は６４２.１４平方メートル

です。 

主な工事内容ですが、内部は和室の洋室化を含むバリアフリー化改修及び内装仕上げ材

の改修、外部につきましては外壁板金の張替え、屋根の葺替えと屋上防水、そして窓やド

アの外部建具の改修を予定するものです。 

１６２ページにお進みください。 

左側付近見取り図ですが、工事の場所は黒塗りの場所、別海町別海１４２番地の３２で

す。 

右側の配置図ですが、工事の建物は上北側一番左上の棟になります。 

参考資料といたしまして、１６３ページに１階と２階の改修前の平面図、１６４ページ

には改修後の平面図、また、１６５ページにはそれぞれの方位から見た立面図を掲載して

おります。 

以上で、議案第３０号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第３０号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２２ 議案第３１号 

○議長（西原 浩君） 日程第２２ 議案第３１号工事請負契約の締結について、イース

トタウン寿団地公営住宅改修機械設備工事（１号棟）を議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

○財政課長（寺尾真太郎君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（寺尾真太郎君） はい。 

 議案第３１号の内容説明をいたします。 



- 42 - 

議案の７０ページをお開きください。 

本案につきましても、工事請負契約の締結に当たり、予定価格が５,０００万円を超え

るため、地方自治法第９６条第１項第５項の規定により議会の議決を求めるものでありま

す。 

最初に議案本文を朗読いたします。 

１、契約の目的、イーストタウン寿団地公営住宅改修機械設備工事（１号棟）。 

２、契約方法、簡易公募型指名競争入札による契約。 

３、契約金額、５,１１２万８,０００円。うち消費税及び地方消費税額４６４万 

８,０００円。 

４、契約の相手方、野付郡別海町西春別駅前錦町２００番地、株式会社竹崎工業、代表

取締役、竹崎修一。 

次に、本案提出に至るまでの入札等の経過について御説明いたします。 

公募期間は、令和２年１２月２３日から令和３年１月１９日までの休日を除く１５日間。 

応募者数は４社で資格審査の結果、すべての応募者が資格ありと認められました。 

入札の執行は２月１８日、株式会社竹崎工業、株式会社高橋工業、畠沢ほっけん株式会

社、協和建設工業株式会社の４社による指名競争入札を行い、１回目の入札で落札いたし

ました。 

消費税及び地方消費税を除く最高入札価格は４,６６４万円、最低入札価格は４,６４８

万円で、最低入札者であります本案の株式会社竹崎工業と現在仮契約中であります。 

なお、工期につきましては、本契約日の翌日から１２月１０日までを予定しております。 

工事の内容につきましては、議案資料で御説明いたします。 

議案資料の１６６ページをお開きください。 

１６７ページまでが本案の工事資料となっております。 

工事の概要のうち、構造及び面積につきましては、先ほど建築主体工事と同様となりま

すので説明のほうは省略させていただきます。 

主な工事内容ですが、屋内給排水設備の改修、給湯管を含む給湯設備の改修、トイレや

洗面化粧台などの衛生器具の改修、ガス管の改修、灯油タンクなどの暖房設備の改修及び

換気設備の改修を予定するものです。 

参考資料といたしまして、１６７ページに１階と２階の配管図を掲載しておりますが、

詳細な説明につきましては省略をさせていただきます。 

以上で、議案第３１号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第３１号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２３ 議案第３２号 

○議長（西原 浩君） 日程第２３ 議案第３２号辺地に係る公共的施設の総合整備計画

の変更についてを議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

○財政課長（寺尾真太郎君） はい、議長。 
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○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（寺尾真太郎君） はい。 

 議案第３２号の内容説明をいたします。 

議案の７１ページになります。 

議案第３２号辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について。 

本件につきましては、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に

関する法律第３条において、辺地の公共的な施設を整備しようとするときは、あらかじめ

都道府県知事と協議の上、議会の議決を経て、当該辺地に係る公共的施設の総合的な整備

に関する財政上の計画を定め、これを総務大臣に提出しなければならないと規定されてお

りまして、同条第８項の規定により、総合整備計画を変更する場合につきましても、同様

とされておりますことから、計画の内容の変更について議会の議決を求めるものでありま

す。 

なお、北海道知事との協議につきましては、事前に終了しておりますことを申し添えま

す。 

今回変更するのは、床丹、尾岱沼、中春別、上春別、西春別、泉川、本別、本別海の８

つの辺地です。 

７２ページにお進みください。 

まず、床丹辺地総合整備計画です。 

床丹辺地の総合整備計画は、平成２９年度から令和３年度までの５年間で、今回は第４

次の変更です。 

変更の内容は、下段３番の表になります。 

経営近代化施設につきましては、畜産担い手総合整備型再編整備事業費の精査によるも

ので、変更後における事業費を４,９５８万７,０００円。 

財源内訳は、特定財源を４,６６１万５,０００円、一般財源を２９７万２,０００円と

し、一般財源のうち辺地対策事業債の予定額を２９０万円とするものです。 

７３ページをお開きください。 

次に、尾岱沼辺地総合整備計画です。 

尾岱沼辺地の総合整備計画は、平成２９年度から令和３年度までの５年間で、今回は第

６次の変更です。 

７４ページにお進みください。 

３番の表になりますが、変更の内容は、１段目の下水道施設につきましては、漁業集落

排水事業の事業費の精査によるもので、変更後における事業費を３,３７３万２,０００円。 

財源内訳は特定財源を８３０万円、一般財源を２,５４３万２,０００円とし、一般財源

のうち辺地対策事業債の予定額を１,２１０万円とするものです。 

次に、経営近代化施設につきましては、畜産担い手総合整備型再編整備事業費の精査に

よるもので、変更における事業費を２億１,２８７万３,０００円。 

財源内訳は特定財源を１,７７９万４,０００円、一般財源を１億９,５０７万９,０００

円とし、一般財源のうち辺地対策事業債の予定額を１億９,５００万円とするものです。 

また、電気通信施設については、コミュニティＦＭ放送通信施設整備事業を計画するこ

とによるもので、変更後における事業費を７,９２０万８,０００円。 

財源内訳は特定財源を５,１５０万円、一般財源を２,７７０万８,０００円とし、一般

財源のうち辺地対策事業債の予定額を２,７７０万円とするものです。 
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７５ページをお開きください。 

次に、中春別辺地総合整備計画です。 

中春別辺地の総合整備計画は令和元年度から令和５年度までの５年間で、今回は第３次

の変更です。 

７６ページにお進みください。 

３番の表になりますが、変更の内容は、２段目の通学バスについては、老朽化したス

クールバスの更新計画により、新たに追加するもので、事業費を１,１５３万８,０００円。 

財源内訳は、特定財源を３７５万円、一般財源を７７８万８,０００円とし、一般財源

のうち辺地対策事業債の予定額を７７０万円とするものです。 

また、経営近代化施設については、畜産担い手総合整備型再編整備事業費の精査による

もので、変更後における事業費を３億７,３５７万２,０００円。 

財源内訳は特定財源を３億５,１１５万５,０００円、一般財源を２,２４１万７,０００

円とし、一般財源のうち辺地対策事業債の予定額を２,２３０万円とするものです。 

７７ページをお開きください。 

次に、上春別辺地総合整備計画です。 

上春別辺地の総合整備計画は令和元年度から令和５年度までの５年間で、今回は第３次

の変更です。 

７８ページにお進みください。 

３番の表になりますが、変更の内容は下から２段目の経営近代化施設について、畜産担

い手総合整備型再編整備事業の計画により、新たに追加するもので、事業費を４,１６０

万円。 

財源内訳は特定財源を３,９１０万５,０００円、一般財源を２４９万５,０００円とし、

一般財源のうち辺地対策事業債の予定額を２３０万円とするものです。 

７９ページをお開きください。 

次に、西春別辺地総合整備計画です。 

西春別辺地の総合整備計画は、平成２９年度から令和３年度までの５年間で、今回は第

６次の変更です。 

８０ページにお進みください。 

３番の表になりますが、変更の内容は１段目の交通道路施設について、橋梁長寿命化補

修事業費の精査によるもので、変更後における事業費を３億５,６０４万５,０００円。 

財源内訳は特定財源を１億９,５０１万２,０００円、一般財源を１億６,１０３万 

３,０００円とし、一般財源のうち辺地対策事業債の予定額を１億６,０７０万円とするも

のです。 

また、下から２段目の経営近代化施設につきましては、国営環境保全型かんがい排水事

業別海西部地区の完了に伴う償還事業費を新たに追加するもので、事業費を１３３億 

８,０４８万５,０００円。 

財源内訳は特定財源を１３２億１,６０１万７,０００円、一般財源を１億６,４４６万 

８,０００円とし、一般財源のうち辺地対策事業債の予定額を９,８９０万円とするもので

す。 

８１ページをお開きください。 

次に、泉川辺地総合整備計画です。 

泉川辺地の総合整備計画は平成３０年度から令和４年度までの５年間で、今回は第２次
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の変更です。 

変更の内容は下段３番の表になります。 

２段目の産業農林道につきましては、光進北地区基盤整備促進事業を計画することによ

るもので、変更後における事業費を２億４,２５０万円。 

財源内訳は特定財源を１億９１２万円、一般財源を１億３,３３８万円として、一般財

源のうち辺地対策事業債の予定額を１億３,２７０万円とするものです。 

次の経営近代化施設は、国営環境保全型かんがい排水事業別海西部地区の完了に伴う償

還事業費を新たに追加するもので、事業費を８６億７,１６７万２,０００円。 

財源内訳は、特定財源を８５億６,５０８万３,０００円、一般財源を１億６５８万 

９,０００円とし、一般財源のうち辺地対策事業債の予定額を６,４１０万円とするもので

す。 

また、電気通信施設については、コミュニティＦＭ放送通信施設整備事業費を計画する

ことによるもので、変更後における事業費を１億８,４４０万６,０００円。 

財源内訳は特定財源を１億２,２９０万円、一般財源を６,１５０万６,０００円とし、

一般財源のうち辺地対策事業債の予定額を６,１５０万円とするものです。 

８２ページにお進みください。 

次に、本別辺地総合整備計画です。 

本別辺地の総合整備計画は、平成３０年度から令和４年度までの５年間で、今回は第３

次の変更です。 

変更の内容は下段３番の表です。 

下から２段目の経営近代化施設については、国営環境保全型かんがい排水事業別海西部

地区の完了に伴う償還事業費や畜産担い手総合整備型再編整備事業費を新たに追加するこ

とによるもので、事業費を３,１８１万５,０００円。 

財源内訳は特定財源を３,０５５万円、一般財源を１２６万５,０００円とし、一般財源

のうち辺地対策事業債の予定額を１１０万円とするものです。 

８３ページをお開きください。 

最後に、上風連辺地総合整備計画です。 

上風連辺地の総合整備計画は、令和２年度から令和６年度までの５年間で、今回は第２

次の変更です。 

変更の内容は下段３番の表になります。 

２段目の産業農林道について、根室中部７号支線地区基盤整備促進事業の精査によるも

ので、変更後における事業費を９億７,９６４万３,０００円。 

財源内訳は特定財源に変更はなく、一般財源を２億８,５３２万９,０００円とし、一般

財源のうち辺地対策事業債の予定額を２億８,３８０万円とするものです。 

以上で議案第３２号の内容説明を終わりますが、私、今回の議案の冒頭で恐らく言い間

違いが１カ所あったと思いますので、訂正させていただきます。 

今回変更いたしますのは、床丹、尾岱沼、中春別、上春別、西春別、泉川、本別、上風

連の８つの辺地ではあります。 

お詫びして訂正いたします。 

○議長（西原 浩君） 議案第３２号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２４ 議案第３３号 

○議長（西原 浩君） 日程第２４ 議案第３３号別海漁港における公有水面埋立につい

てを議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

○産業振興部次長（小湊昌博君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 産業振興部次長。 

○産業振興部次長（小湊昌博君） はい。 

 議案第３３号別海漁港における公有水面埋立についての内容説明をいたします。 

議案の８４ページをお開きください。 

本件につきましては、令和３年２月１８日付けで北海道から出願のあった公有水面埋立

免許について、公有水面埋立法第３条第１項の規定により、北海道知事から意見を求めら

れたものです。 

今回の埋立は、サケの定置漁船の大型化等により、漁港のさらなる狭隘化が懸念される

ことから、係留施設の拡充を図るために必要なものであり、埋立に同意したいので、公有

水面埋立法第３条第４項の規定により、議会の議決を求めようとするものです。 

埋立の位置につきましては、議案資料で御説明いたします。 

議案資料の１６８ページをお開き願います。 

図面の赤い線で囲まれた部分が、今回埋立する場所になります。 

それでは、議案に戻りまして、本文を朗読させていただきます。 

別海結構漁港における公有水面埋立について、公有水面埋立法第３条第１項の規定によ

り、北海道知事から下記による公有水面埋立免許の出願に係る意見を求められたので、異

議のない旨答申することについて、同条第４項の規定により議会の議決を求める。 

１、出願者、北海道。 

２、埋立位置、野付郡別海町本別海２６番地先の公有水面。 

３、埋立の面積、２,４１６.３２平方メートル。 

４、埋立地の用途、マイナス３.０メートル岸壁。 

５、埋立に関する工事の施工に要する期間、５年。 

以上で、議案第３３号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第３３号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２５ 議案第３４号 

○議長（西原 浩君） 日程第２５ 議案第３４号町道の路線認定及び廃止についてを議

題といたします。 

内容について説明を求めます。 

○建設水道部次長（伊藤一成君） はい、議長。 
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○議長（西原 浩君） 建設水道部次長。 

○建設水道部次長（伊藤一成君） はい。 

 町道の路線認定及び廃止について、内容を説明いたします。 

議案の８５ページをお開きください。 

本案は、道路整備の事業採択及び工事の計画に伴い、町道認定の変更及び追加が必要と

なったことから、認定については道路法第８条第２項、廃止については同法第１０条第３

項の規定により議会の議決を求めるものです。 

内容については、議案資料により説明いたします。 

議案資料の１６９ページをお開きください。 

既に認定している路線は７３５路線で、総延長は１,１８６.８４７１５キロメートルで

す。 

今回の変更認定につきましては、道営農道整備事業採択のため対象となる２路線の一部

区間を認定廃止するもので、当該２路線の全区間４,３１８メートルを一旦廃止し、事業

区間外となります２,７１３.８１メートルを再度認定するものです。 

また、新規認定につきましては今後に工事を計画している１路線１２４.１３メートル

を新たに追加するものです。 

以上により、町道延長を７３６路線、１,１８５.３６７０９キロメートルとするもので

す。 

次に、１７０ページが今回認定する路線の一覧となっております。 

整理番号８９２が工事計画に伴い新たに認定する路線で、整理番号２４４及び３４８の

２路線が道営農道整備事業採択のため、一部区間の認定を廃止する路線となっております。 

次に、１７２ページの位置図につきましては、別海市街中心より中標津方向に約７００

メートルに位置した実線の部分が新たに認定する路線となっております。 

１７３ページ、１７４ページの位置図につきましては、中春別市街から道道西春別春別

停車場線を西春別方向へ２.５キロ程の位置で、破線が廃止する区間で実線が再度認定す

る区間となっております。 

以上で、議案第３４号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第３４号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２６ 諮問第１号 

○議長（西原 浩君） 日程第２６ 人権擁護委員候補者の推薦についてを議題といたし

ます。 

内容について説明を求めます。 

○町長（曽根興三君） はい。 

○議長（西原 浩君） 町長。 

○町長（曽根興三君） 諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦について御説明を申し上げ

ます。 

人権擁護委員は、法務大臣が委嘱するものでありますけれども、その選定に当たって、 
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まず、市町村長が議会の意見を聞いた上で、地域の候補者を法務局に推薦することになっ

ております。 

別海町では現在、別海の保田千惠子さん、棚橋昌博さん、西春別地区の山藤史江さん、

尾岱沼地区の新井田史彰さん、中春別地区の藤原優子さん、この５名の方々に人権擁護

委員として御活躍をいただいているところでございます。 

この中で、藤原優子さんが令和３年６月３０日をもって任期が満了となります。 

つきましては、引き続き藤原優子さんを人権擁護委員の候補者として推薦をいたした

く、議会の意見を求めるものでございます。 

新たな任期につきましては、令和３年７月から令和６年６月３０日までの３年間とな

ります。 

藤原優子さんにおかれましては、平成２１年に人権擁護委員に選任され、現在４期目

で御活躍をいただいているところでございますけれども、主な経歴につきまして若干申

し上げます。 

藤原優子さんは、昭和３０年８月２１日生まれで、昭和４９年中標津高等学校を卒業

後、根釧パイロットファーム中春別農業協同組合を経まして、そのあと北海道生乳検査

協会に勤務をされ、平成２８年に退職されて現在に至っております。 

この間、別海町町政モニター、また、別海町行財政改革町民会議委員、中春別中学校

評議員、さらには中春別町内会女性部部長等々を歴任された方でございます。 

地域住民から信頼も大変厚く、人格識見共にすぐれた方でありまして、引き続き人権

擁護委員の候補者として法務大臣に対し推薦いたしたく思っておりますので、よろしく

お願いを申し上げます。 

以上でございます。 

○議長（西原 浩君） 諮問第１号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行いま

す。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎散会宣言 

○議長（西原 浩君） 以上で、本日の日程はすべて終了しました。 

本日はこれで散会します。 

なお、８日月曜日は午前１０時から一般質問を行います。 

皆さん大変御苦労さまでした。 

 

散会 午後 ２時５１分 

 

 

 

 

 

 

 



- 49 - 

 

 

 上記は、地方自治法第１２３条の規定により会議の次第を記載したものであ

る。 
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